
鹿児島県出水市

報
広

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

４
世 帯 数 ２万 4,903 （－ 24）
人　 口 ５万 5,343 （－ ５）
男 ２万 5,890 （＋ 13）
女 ２万 9,453 （－ 18）

出　 生 40
死　 亡 68
転　 入 125
転　 出 98

（３月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

第30回国民文化祭かごしま2015出水市開催３事業 …２
市の組織の一部が変わります………………………………４
証明書コンビニ交付サービス開始と自動交付機サービス終了 ５
2013年度財務書類４表 …………………………………８

2015（平成27年）
No. 109

主な内容

｢いつもと違った雰囲気で」

野田町上名・熊陳馬場通りにて
（３月８日撮影）

野田町上名・熊陳馬場通りにて
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『和太鼓の祭典』 『鶴のまち俳句大会』 『日本舞踊祭典』

10 月 31 日、11 月１日 11 月７日、８日 11 月 15 日 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～出水市開催３事業～

ひ
っ
と
べ
！
か
ご
し
ま
国
文
祭

出
水
市
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

つ
る
の
し
ん

　

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
度
か
ら
毎
年
、
各
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
開

催
さ
れ
て
い
る
国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
「
国
民
文
化
祭
」
が
、
今
年
は

「
第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
」
と
し
て
10
月
31
日
か
ら
11

月
15
日
に
か
け
て
、
県
内
43
全
て
の
市
町
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
、
１
０
０
を
超
え
る
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
そ
の
う
ち
出
水
市
で
は
、
次
の
３
つ
の
事
業
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
全
国
か
ら
集
ま
る
文
化
や
芸
術
を
肌
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
。

和
太
鼓
の
祭
典

鶴
の
ま
ち

日
本
舞
踊

俳
句
大
会

の
祭
典

ツ
ル
の
舞
う
郷

未
来
に
響
け
　
出い

ず

ん水
の
鼓
動

日　
時

　

10
月
31
日
（
土
）　

午
後
１
時
～
同
５
時

　

11
月
１
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　
場　
市
文
化
会
館

内　
容

　

全
国
各
地
か
ら
和
太
鼓
団
体
が
集
い
、
勇

日　
時

○
吟
行

　

11
月
７
日
（
土
）　 

午
後
１
時
～
同
５
時

○
俳
句
大
会

　

11
月
８
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

※
当
日
投
句
受
付
（
午
前
９
時
～
同
10
時
30
分
）

会　
場

○
吟
行　

出
水
麓
武
家
屋
敷
群
、
ツ
ル
博
物
館
、

　

ツ
ル
渡
来
地　

○
俳
句
大
会　

市
音
楽
ホ
ー
ル

内　
容

　

各
吟
行
地
を
周
遊
す
る
無
料
巡
回
バ
ス
で
俳

句
の
題
材
を
求
め
て
出
か
け
る
吟
行
と
事
前
投

句
の
表
彰
式
と
講
評
、
記
念
講
演
、
当
日
投
句

の
表
彰
式
と
講
評
な
ど
の
俳
句
大
会
を
開
催
し
、

俳
句
を
通
じ
て
文
化
の
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

鶴
渡
る
出
水
に
四
季
の
句
が
集
う

日　
時

　

11
月
15
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

会　
場　
市
文
化
会
館

内　
容

  

全
国
の
日
本
舞
踊
愛
好
家
が
集
い
、
優
雅

に
舞
い
踊
る
こ
と
で
お
互
い
の
交
流
を
深
め
、

感
動
の
輪
を
広
げ
ま
す
。
豪
華
な
セ
ッ
ト
や

万
羽
鶴
　

慶
び
舞
う
里
　

出
水
に
集
う

感
動
を
奏
で
る
　

日
本
舞
踊

特
別
出
演

『
北
海
道
く
し
ろ

　
蝦
夷
太
鼓
保
存
会
』

壮
で
躍
動
感
に
満
ち
溢あ
ふ

れ
た
演
奏
を
行
い
、

お
互
い
の
交
流
を
深
め
感
動
の
輪
を
広
げ
ま

す
。
ま
た
、
来
場
者
が
楽
し
め
る
和
太
鼓
の

体
験
活
動
等
も
実
施
し
ま
す
。

地じ
か
た方
に
よ
る
生
演
奏
な
ど
、
普
段
は
な
か
な

か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
素
晴
ら
し
い
舞
台

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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﹃
お
も
て
な
し
弁
当
﹄
を
募
集

　

国
民
文
化
祭
の
出
演
者
や
来
場
者
お
よ
び
ス

タ
ッ
フ
に
販
売
す
る
お
弁
当
を
コ
ン
ペ
方
式
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。

募
集
資
格

　

鹿
児
島
県
が
許
可
す
る
「
飲
食
業
の
仕
出
し
弁

　

当
の
許
可
」
を
有
す
る
本
市
内
の
業
者

採
用
す
る
弁
当
の
種
類　
数
種
類

販
売
方
法

○
出
演
者
お
よ
び
そ
の
大
会
参
加
者
等

　

販
売
業
者
が
注
文
を
取
り
ま
と
め
て
販
売

○
ス
タ
ッ
フ
等

　

実
行
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
て
注
文

選
考
方
法　
提
案
さ
れ
た
お
弁
当
の
見
本
を
審
査

員
が
審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。（
コ
ン
ペ
方
式
）

※
応
募
要
領
等
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会
事
務
局

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
俳
句
大
会
の
事
前
投
句
を
募
集

募
集
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
～
６
月
30
日
（
火
）

※
当
日
消
印
有
効

募
集
作
品　
　

自
作
の
未
発
表
作
品

募
集
部
門

○
一
般
の
部
︙
２
句
１
組
に
つ
き　

千
円

　
（
１
人
５
組
ま
で
）

○
小
・
中
・
高
校
生
の
部
︙
１
人
１
句　

無
料

※
応
募
票
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
。
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
実
行

　

委
員
会
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

無料汁物提供
抹茶の振る舞い

出水の特産品販売

ふれあい大食堂

ワークショップ文化作品展

花いっぱい

のおもてなし

開催日は、出水駅西口と会場を
無料シャトルバスで結びます。

（ボンネットバス運行予定）

　

会
場
で
は
、
出
演
者
を
心
か
ら

も
て
な
す
と
と
も
に
市
外
か
ら
の

来
場
者
と
、
市
民
と
の
交
流
の
場

と
な
り
ま
す
よ
う
﹃
ふ
れ
あ
い
広

場
﹄
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

つ
る
の
し
ん
主
な
活
動
記
録 昨年 11 月 2 日からカウントダウンボードが

出水駅や市内の各学校、イベント会場等を訪
問中

2014 年 11 月 2 日
スペシャルサポーター就任

３月４日
ぐりぶー、カサリンチュと
共演

つ
る
の
し
ん
か
ら
の
お
願
い

　

～
あ
い
さ
つ
か
ら
は
じ
ま
る

お
も
て
な
し
～

　

開
催
期
間
中
は
、
全
国
か
ら

多
く
の
方
が
本
市
を
訪
れ
ま
す
。

市
民
全
員
に
よ
る
お・

・

・
も
て
な・

・し

や
、
あ
た
た
か
い
声
か
け
で
多

く
の
来
訪
者
を
お
迎
え
し
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

第
30
回
国
民
文
化
祭
出
水
市

　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
中

　

央
公
民
館
内
）

　
（
☎
�
２
２
０
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

�
２
２
０
６
）

E-m
ail　

kokubunsai@
city.

　

izum
i.kagoshim

a.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.izum

i.

　
　

kagoshim
a.jp/
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野田支所　１階

会議室

支所建設課

正面玄関

女
Ｗ
Ｃ

書庫 市民相談室
視聴覚
ライブラ
リー

生涯学習室
支所長

総合市民課

倉庫

放送室

出入口

出入口

宿直室書庫

湯
沸
室

男
Ｗ
Ｃ

　

４
月
か
ら
市
の
組
織
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

本　
庁

【
総
合
政
策
課
（
出
水
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本
部
事

務
局
）】

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
く

た
め
、
政
策
調
整
室
を
総
合
政
策

課
に
改
編
し
ま
す
。
同
課
は
、
出

水
市
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け

て
出
水
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
推
進
本
部
の
事
務
を
所
管
し

ま
す
。

上る

正 面 駐 車 場

小会議室

上る

出
入
口

倉
庫

ＷＣ

下水道課

生涯学習室 農業委員会総合市民課

相談室
上 る

支所長
総合市民

課
公金取扱

所

湯沸場

正面玄関

上
る

出
入
口

倉庫

ＷＣ 出入口

宿直室 ＷＣ
上
る

※　平成27年1月から、選挙管理
委員会の執務室は高尾野支所２
階に移転しています。

湯沸室

女子更衣室 売　店 高尾野支所 １階

高
尾
野
支
所　
【
総
合
市
民
課
】

　

地
域
振
興
室
と
市
民
福
祉
課
を
統
合

し
、
総
合
市
民
課
と
し
ま
す
。

【
福
祉
課
（
自
立
相
談
支
援
）】

　

生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け
た

相
談
支
援
事
業
に
新
た
に
取
り
組

み
ま
す
。（
詳
し
く
は
17
ペ
ー
ジ

を
参
照
）

【
商
工
労
政
課
】

　

企
業
誘
致
に
加
え
て
、
都
市
間

交
流
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
産

業
振
興
部
内
の
事
業
の
見
直
し
を

所
管
す
る
組
織
と
し
て
、
企
業
誘

致
対
策
室
を
産
業
振
興
政
策
係
に

改
編
し
ま
す
。

野
田
支
所　
【
総
合
市
民
課
】

　

地
域
振
興
室
と
市
民
福
祉
課
を

統
合
し
、
総
合
市
民
課
と
し
ま
す
。

銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
銃

砲
刀
剣
類
登
録
（
確
認
）
審
査

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

審
査
日

　

年
５
回
、 

３
月
を
除
く
奇
数

月
の
第
２
火
曜
日
で
す
。

第
１
回　

５
月
12
日
（
火
）

第
２
回　

７
月
14
日
（
火
）

第
３
回　

９
月
８
日
（
火
）

第
４
回　

11
月
10
日
（
火
）

第
５
回　

１
月
12
日
（
火
）

会　
場　
鹿
児
島
県
青
少
年
会

　

館
１
階
音
楽
室
兼
視
聴
覚
室

時　
間

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
。

※
午
後
２
時
30
分
ま
で
に
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

手
数
料

　

新
規
登
録
（
審
査
）

　

６
３
０
０
円

　

再
交
付　

３
５
０
０
円

そ
の
他

　

審
査
会
に
は
銃
砲
刀
剣
類

（
現
物
）
の
他
に
申
請
書
等
の

書
類
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
教
育
庁
文
化
財
課
（
☎
０

　

９
９
－
２
８
６
－
５
３
５
５
）

野田支所　１階

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
企
画
課

　

行
政
改
革
係
（
☎
�
４
０
３
７
）

高尾野支所　１階
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市
で
は
、
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）

を
利
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
住
民
票
の
写
し
等
の
証
明
書
が
取

得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス（
コ
ン
ビ
ニ
交
付
）

を
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
に
伴

い
、
本
庁
、
高
尾
野
支
所
に
設
置
し
て

い
た
自
動
交
付
機
に
よ
る
証
明
書
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
概
要

　

住
基
カ
ー
ド
に
利
用
登
録
を
す
る
こ

と
で
、住
民
票
の
写
し
等
の
証
明
書
を
、

全
国
所
定
の
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
さ
れ
た

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
取
得
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
！　
市
役
所
庁
舎
で
の
自
動
交
付
機
サ
ー
ビ
ス
は
終
了
し
ま
し
た
。

コンビニで取得できる証明書
証明書の種類 取得できる範囲等

住民票の写し

本人および本人と同一世帯の方のもの。
※前々住所等の履歴のある住民票の写し、　
　転出者や死亡者等の住民票の写し（除票）、
　住民票コード入りの住民票の写しは交付でき
　ませんのでご注意ください。

印鑑登録証明書 本人のもの。
※出水市で印鑑登録をしている方に限ります。

所得証明書
本人のもの。現年度分または前年度分。
※未申告の方、賦課期日の 1 月 1 日に出水市民
　でない方の所得証明書は交付できません。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る
に
は

　

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
た
め
の
利
用
登
録
（
暗
証
番
号
登
録
）

を
し
た
住
基
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

○
現
在
、
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

　

自
動
交
付
機
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
ら

れ
て
い
た
方
（
自
動
交
付
機
の
た
め
の
利
用

登
録
を
し
て
い
た
方
）
は
、
改
め
て
利
用
登

録
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
動
交
付

機
と
同
じ
暗
証
番
号
を
使
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ

交
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
手
続
き
等
は
不

要
で
す
）。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
本
庁
市
民

生
活
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
の
窓
口

で
利
用
登
録
の
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

○
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

　

本
庁
市
民
生
活
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市

民
課
の
窓
口
で
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
と

併
せ
て
、
利
用
登
録
の
申
請
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
住
基
カ
ー
ド
の
取
得
に
は
原
則
、
本
人
確
認

　

書
類
２
点
（
免
許
証
等
の
写
真
付
き
身
分

　

証
明
書
を
１
点
と
、
健
康
保
険
証
や
年
金

　

手
帳
等
を
１
点
）
と
印
鑑
、
手
数
料
５
０
０

　

円
が
必
要
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

〇
取
得
後
の
証
明
書
の
交
換
や
、
発
行
手
数

　

料
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
２
枚
以
上
に
わ
た
る
証
明
書
の
場
合
、
綴

　

じ
ら
れ
ず
に
発
行
さ
れ
ま
す
。（
証
明
書

　

に
は
固
有
の
番
号
と
ペ
ー
ジ
数
が
記
載
さ

　

れ
、
ひ
と
つ
づ
り
と
判
断
で
き
る
よ
う
に

　

な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
づ
り
で
有
効
な

　

証
明
書
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
取
り
忘
れ

　

の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

〇
暗
証
番
号
を
３
回
間
違
え
る
と
住
基
カ
ー

　

ド
に
ロ
ッ
ク
が
か
か
り
ま
す
。

〇
ロ
ッ
ク
の
解
除
や
暗
証
番
号
の
変
更
等
を

　

行
う
場
合
、
住
基
カ
ー
ド
、
印
鑑
、
運
転

　

免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
を
も
っ
て
市

　

役
所
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
発
行
制
限
に
よ
り
証
明
書
が
取
得
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

〇
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
は
、
専
用
の
通
信
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
通
信
内
容
の
暗
号
化
に

　

よ
り
、
個
人
情
報
漏
え
い
防
止
対
策
を
実

　

施
し
て
い
ま
す
。

〇
申
請
か
ら
受
領
ま
で
の
す
べ
て
の
手
続
き

　

を
本
人
が
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
行
う
た
め
、

　

他
の
人
の
目
に
触
れ
ず
に
証
明
書
を
取
得

　

で
き
ま
す
。

〇
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
発
行
さ
れ
た
証
明

　

書
の
表
面
お
よ
び
裏
面
に
は
高
度
な
偽
造

　

・
改
ざ
ん
防
止
対
策
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
証
明
書
の
発
行
後
、
証
明
書
情
報
は
マ
ル

　

チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
消
去
さ
れ
ま
す
。

〇
発
行
後
の
取
り
忘
れ
を
音
声
と
画
面
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

手
数
料　
１
通
２
０
０
円

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

　

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、ロ
ー
ソ
ン
、

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ

　

ン
ク
ス
の
各
店
舗

※
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
る
店

　

舗
に
限
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
時
間

　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

※
年
末
年
始
と
保
守
点
検
日
を
除
く
毎
日
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マイナンバー通信　①
つるのしんと
マイナちゃんによる

マイナンバー制度が始まります！
　2013 年 5 月に「行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関する法律」
が成立し、本年 10 月から全国一斉にマイナンバ
ー制度（社会保障・税番号制度）が導入されます。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
は

○
国
民
一
人
一
人
が
持
つ
、
12
桁
の

　

番
号
の
こ
と
で
す
。

○
本
年
10
月
か
ら
各
世
帯
に
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
が
送
付
さ

　

れ
ま
す
。

○
原
則
と
し
て
一
度
指
定
さ
れ
た
マ

　

イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
変
わ
ら
ず
、

　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
１
月
か

　

ら
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の

　

行
政
手
続
き
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

１
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　

各
種
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類
が

　

省
略
さ
れ
、
申
請
等
手
続
き
が
簡

　

単
に
な
り
ま
す
。

２
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

　

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受

　

給
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
り
、

　

不
正
受
給
を
防
止
で
き
ま
す
。

３
行
政
事
務
等
の
効
率
化

　

行
政
機
関
・
地
方
公
共
団
体
で
の

　

作
業
の
無
駄

　

が
削
減
さ
れ
、

　

手
続
き
が
ス

　

ム
ー
ズ
に
な

　

り
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
券
面
に
基

本
４
情
報
（
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
本

人
写
真
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
カ
ー
ド

の
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
た
後
に
、
顔

写
真
と
と
も
に
申
請
す
る
こ
と
で
、

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
１
月
以
降

に
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先

○
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
有
料
）

　
（
☎
０
５
７
０

－

２
０

－

０
１
７

　

８
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
））

　
（
☎
０
５
７
０

－

２
０

－

０
２
９

　

１
（
外
国
語
（
英
語
）
対
応
））

※
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
内
閣
官
房
）

　

http://w
w

w
.cas.go.jp/jp/　

　

seisaku/bangoseido/

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
行
政
改
革
係

　
（
☎
�
４
０
３
７
）

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
個
人
情
報
が
特
定
の
機
関
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
（
分
散
管
理
方
式
）

●
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
あ
た
っ
て
は
個
人
情
報
保
護
法
よ
り
も
厳

　

し
い
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

個人番号カードイメージ図

◁
県
内
に
は
、
14
カ
所
の
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
？

次回から
詳しく
説明するね！

　

昨
年
12
月
24
日
、
25
日
に
新
庁

舎
の
建
築
工
事
、電
気
設
備
工
事
、

機
械
設
備
工
事
の
入
札
を
適
正
に

執
行
し
、
１
月
30
日
の
市
議
会
臨

時
会
で
の
議
決
を
経
て
次
の
と
お

り
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
現
庁
舎
敷
地
内
で
本

格
的
に
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
水
路
付
け
替

え
工
事
の
た
め
使
用
で
き
な
か
っ

た
市
役
所
正
面
玄
関
前
の
駐
車
場

が
４
月
か
ら
一
部
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
満
車
の
場
合
は

引
き
続
き
臨
時
駐
車
場
（
准
看
護

学
校
跡
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
庁
舎
建
設
工
事
施
工
業
者

出
水
市
新
庁
舎
建
築
工
事

　

12
月
24
日
入
札

　

西
松
・
田
頭
・
門
田
特
定
建
設

　

工
事
共
同
企
業
体

　

28
億
７
５
７
１
万
６
千
円

出
水
市
新
庁
舎
電
気
設
備
工
事

　

12
月
25
日
入
札

　

九
電
工
・
岩
﨑
・
野
村
特
定
建

　

設
工
事
共
同
企
業
体

　

５
億
６
５
９
２
万
円

出
水
市
新
庁
舎
機
械
設
備
工
事

　

12
月
25
日
入
札

　

斎
久
・
出
水
・
司
特
定
建
設
工

　

事
共
同
企
業
体

　

７
億
４
８
４
０
万
６
９
５
２
円

　

新
庁
舎
建
設
工
事
の
進
捗
状
況

駐
車
場

約

台 現庁舎
出水市役所

臨時駐車場
（准看護学校跡）

工事現場国
道
４
４
７
号

鹿児島

信用金庫

メガネの

ヨネザワ

ローソン

税理士

事務所

鹿児島

銀行

30
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出水総合医療センター

出水地域リハビリテーション広域支援センターの

取り組みと 2014（平成 26）年度の活動報告

　

鹿
児
島
県
で
は
、
１
カ
所
の
県
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
、
高
齢

者
保
健
福
祉
圏
域
ご
と
に
14
カ
所
の

「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
、
地
域
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
体
制
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
院
も
２
０
１
１
年
９
月
１
日
付
け

で
、
出
水
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
（
脳
血
管
疾
患
分

野
・
整
形
疾
患
分
野
）
と
し
て
指
定
を

受
け
、
出
水
市
を
中
心
に
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

障
害
の
あ
る
方
々
や
高
齢
者
、
そ
の
家

族
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
、
そ
こ
に
住
む
人
々
と
共
に
、
安
全

に
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
医
療
や
保
健
、
福
祉
お
よ

び
生
活
に
か
か
わ
る
人
々
や
機
関
・
組

織
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
立
場
か

ら
協
力
し
合
っ
て
行
う
活
動
の
す
べ
て

の
こ
と
で
す
。

　

当
院
で
は
、『
出
水
圏
域
の
方
々
が

安
心
し
て
、
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う

に
リ
ハ
ビ
リ
や
住
宅
改
修
の
指
導
を
行

い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
』

を
合
い
言
葉
に
、
次
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
機
関

へ
の
支
援

　

地
域
住
民
の
方
か
ら
の
相
談
や
病

院
・
介
護
施
設
等
か
ら
の
相
談
を
受
け

て
適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

実
施
機
関
の
従
事
者
に
対
す
る
援
助
・

研
修

　

地
域
の
リ
ハ
ビ
リ
関
係
の
病
院
や
介

護
施
設
、
市
町
村
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
関

係
従
事
者
に
対
す
る
援
助
や
研
修
会
の

開
催
の
ほ
か
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し

た
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
関
係
団
体
等
か
ら
な
る

地
域
連
絡
協
議
会
の
設
置･

運
営

　

地
域
で
リ
ハ
ビ
リ
に
関
係
す
る
職
種
の

方
々
で
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
の
た
め
の
検
討
会
を
開
催
し
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広

域
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告

院
内
活
動

○
ふ
れ
あ
い
健
康
フ
ェ
ス
タ
内
で
の
市

　

民
向
け
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

　

ム
予
防
体
操

○
糖
尿
病
教
室
内
で
の
市
民
向
け
運
動

　

療
法

○
も
じ
ょ
ち
ん
く
ら
ぶ　

生
後
４
カ
月

　

～
８
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

　

に
赤
ち
ゃ
ん
の
体
操
指
導

○
が
ん
サ
ロ
ン　

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　

と
体
操
、
嚥え

ん
げ下
、
呼
吸
法
の
指
導

院
外
活
動

○
施
設
に
訪
問
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
技
術

　

指
導

○
第
１
回
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

研
修
会
開
催　

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

　

向
け
技
術
指
導

　
（
講
師
：
鹿
児
島
大
学
霧
島
リ
ハ
ビ

　

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

松
元
秀
次
先
生　

他
２
人
）

※
今
後
も
院
内
、
院
外
で
研
修
会
の
開
催
や
市
民
の
方
を
対
象
と
し
た
介
護
予

　

防
運
動
指
導
、脳
卒
中
予
防
に
関
す
る
講
習
会
等
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
の
時
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
脳
卒
中
な
ど
に
よ
り
麻ま

ひ痺
し
た
手
足
の
回
復
や
、
起
立
・
歩
行
と
い
っ
た　

基
本
動
作
の
リ
ハ
ビ
リ

○
食
事
・
排
泄
・
入
浴
な
ど
の
日
常
生
活
や
家
事
動
作
の
リ
ハ
ビ
リ

○
音
声
機
能
、
言
語
機
能
、
摂
食
・
嚥
下
機
能
等
の
リ
ハ
ビ
リ

○
家
庭
で
の
適
切
な
介
護
方
法

○
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
な
ど
に
関
す
る
こ
と

○
そ
の
他
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
お
困
り
の
こ
と
な
ど

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
場
所

相
談
窓
口
（
お
問
い
合
わ

せ
先
）

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
地
域　

医
療
連
携
室

（
担
当　

吉
本
）

　
（
☎
�
１
６
５
７
、
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
�
１
６
６
１
）

　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

izum
ihp-re@

po.m
inc.

　

ne.jp

◁
県
内
に
は
、
14
カ
所
の
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

△運動指導の様子
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連結財務書類
　市では、普通会計で行っている事業のほかにも、病院事業、水道事業、下水道事業や国民健康保険事業など
の事業を公営事業会計として行っています。また、こうした市が単独で行っている事業のほか、出水地区２市１
町で構成している北薩広域行政事務組合が実施しているごみ処理やし尿処理などの事業があります。
　このように市全体の姿を把握し、分析するためには、普通会計に公営事業会計や一部事務組合などを連結した
財務書類が必要になります。
　なお、一部事務組合や広域連合を連結する場合は、負担割合や出資割合に応じて連結することになります。
　本市の連結対象範囲と連結財務書類４表については、次のとおりです。

水道事業、病院事業、下水道事業、
特定環境保全公共下水道事業、
農業集落排水事業、地方卸売市場事業、
介護サービス事業、国民健康保険事業、
後期高齢者医療事業、介護保険事業、
交通災害共済事業

北薩広域行政事務組合、県市町村総合事務組合、県後期高齢者医療広域連合など

※紙面の都合上、要約版として掲載しておりますが、詳細については、市のホームページに掲載してあります。
　また、不明な点などがございましたら、本庁財政課財政係（☎ 63 − 4025）へお問い合わせください。

本市の連結範囲

普 通 会 計

1,555 億円
【内訳】
公共資産� 1,288 億円
投資等� 122 億円
流動資産� 145 億円
（うち資金　137 億円）

582 億円
【内訳】
固定負債� 523 億円
流動負債� 59 億円

973 億円

1,555 億円 1,555 億円

期首（2012 年度末）資金残高� 137 億円

当期収支� ０億円
　【内訳】

経常的収支� 61 億円
公共資産整備収支� △ 17 億円
投資・財務的収支� △ 44 億円

期末（2013 年度末）資金残高� 137 億円

492 億円
【内訳】

人にかかるコスト� 90 億円
物にかかるコスト� 97 億円
移転支出的なコスト� 288 億円
その他のコスト� 17 億円

152 億円

340 億円

期首（2012 年度末）純資産残高� 967 億円

当期変動高� ６億円
　【内訳】

純経常行政コスト� △ 340 億円
財源の調達� 346 億円

期末（2013 年度末）純資産残高� 973 億円

連結貸借対照表

連結資金収支計算書

連結行政コスト計算書

連結純資産変動計算書

純資産

負　債 経常行政コスト（Ａ）資　産

資産合計 負債・純資産合計 経常収益（Ｂ）

純経常行政コスト（Ａ）−（Ｂ）

連　結
市全体

公営事業会計

　2007 年 10 月に総務省が示した作成基準に基づき、企業会計的な手法を取り入れ、資産・債務の適切な管理
運用を行うことを目的に財務書類４表を作成しましたので、お知らせします。
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2013 年度　新地方公会計制度に基づく財務書類４表

　「貸借対照表」とは、市民の皆さま方が利用する市の施設、市が
所有する現金や債権、資産形成のために投資された資金などがど
れくらいあるのかを示したもので、資産・負債・純資産の３つの
要素から構成されています。
　左（資産）右（負債と純資産）の合計額が等しいこと（＝バラン
スが取れていること）から、バランスシートとも呼ばれます。
　本市の場合、2013 年度までに 1,084 億円の資産を形成してきて
おり、そのうち、道路、学校などの公共資産が 803 億円となって
います。また、現世代までが負担した純資産は 780 億円であり、
資産全体の約 72 パーセントとなっています。

1,084 億円
　市が所有している財産
の内容と金額です。

【内訳】
公共資産� 803 億円
　道路、橋りょう、公園、
学校庁舎、公営住宅など
投資等� 171 億円
　特定目的基金、出資金、
長期延滞債権など
流動資産� 110 億円
　現金・預金、財政調整
基金、減債基金、未収金
など
（うち歳計現金� 13 億円）

304 億円
　借入金（市債）など、
現世代および将来世代の
負担で返済していく債務
です。

【内訳】
固定負債� 278 億円
　市債、退職手当引当金
など
流動負債� 26 億円
　翌年度償還市債など

780 億円
　現世代までの負担で、
支払いが済んでいる正味
の資産です。

1,084 億円 1,084 億円

　普通会計の資金残高が、2013 年度中にどのように
増減したかを示しています。

期首（2012 年度末）資金残高� ８億円

当期収支� ５億円
　【内訳】

経常的収支� 53 億円
公共資産整備収支� △ 14 億円
投資・財務的収支� △ 34 億円

期末（2013 年度末）資金残高� 13 億円

　普通会計の純資産（正味の資産）が、2013 年度中
にどのように増減したかを示しています。

期首（2012 年度末）純資産残高� 762 億円

当期変動高� 18 億円
　【内訳】

純経常行政コスト� △ 205 億円
財源の調達� 223 億円

期末（2013 年度末）純資産残高� 780 億円

　212 億円
【内訳】
人にかかるコスト� 46 億円
　職員の給与・退職手当など
物にかかるコスト� 52 億円
　物品購入、光熱水費、施設の修繕
費、減価償却費など
移転支出的なコスト� 110 億円
　生活保護などの社会保障給付、各
種団体等への補助金、繰出金など
その他のコスト� ４億円
　市債の利息など　

７億円
　行政サービスの利用で市民の皆さ
ま方が直接負担する施設使用料や手
数料などです。

　205 億円

普通会計貸借対照表

普通会計資金収支計算書

　市の行政活動は、福祉や教育などでの人
的サービスや給付サービスの提供など資産
形成につながらない行政サービスが大きな
比重を占めています。そのためのコスト（原
価・費用）がいくら掛かっているかを整理
したものが「行政コスト計算書」です。
　2013 年度の出水市１年間のコスト総額
は 212 億円で、使用料や手数料などの経常
収益を差し引いた純経常行政コストは 205
億円となっています。

普通会計行政コスト計算書

普通会計純資産変動計算書

負債・純資産
合　　計

純経常行政コスト
 （Ａ）−（Ｂ）資産合計

資　産 負　債 経常行政コスト（Ａ）

経常収益（Ｂ）
純資産
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い
ず
み
園
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
感
謝
を
こ
め
て
、
い
ず
み
園

虹
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
花
・
野
菜
の
苗
、
木

工
関
連
商
品
、
木
炭
関
連
商
品
、

そ
の
ほ
か
多
数
の
商
品
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

日　
時　
４
月
19
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
所　
い
ず
み
園
（
平
和
町
）

問
い
合
わ
せ
先

　

い
ず
み
園
（
☎
�
０
１
２
０
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

開
催
時
期
が
変
わ
り
ま
す
！

～
小
原
地
区
味
噌
な
め
て
ま
つ
り
～

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
し
た
小
原
地
区
味
噌
な
め
て
ま
つ

り
の
開
催
時
期
が
、
本
年
よ
り

「
４
月
第
３
日
曜
日
」
か
ら

「
10
月
第
４
日
曜
日
」
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

　

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
人
力
で
農
地
を
開
い
た
先
人
の

開
墾
当
時
の
苦
難
を
偲
び
、
ま
た
、
そ
の
地
域
で
で
き
た
作
物

の
収
穫
の
喜
び
を
、
地
区
住
民
お
よ
び
周
辺
住
民
で
分
か
ち
合

い
、
交
流
す
る
目
的
で
（
味
噌
な
め
て
ま
つ
り
「
収
穫
祭
」）

と
名
を
変
え
、
時
期
を
変
え
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

主　
催　
小
原
地
区
む
ら
づ
く
り
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先　
高
尾
野
支
所
農
政
課
農
業
振
興
係

　
（
☎
�
５
４
２
４
）

　
～
野
間
之
関
所
ま
つ
り

　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
～　

　
薩
摩
の
３
大
関
所
の
中
で
、
最
も

監
視
が
厳
し
い
と
い
わ
れ
て
い
た
野

間
之
関
所
跡
を
ス
タ
ー
ト
し
、
み
か

ん
の
花
の
香
り
の
中
、
薩
摩
街
道
、

み
か
ん
畑
を
散
策
し
ま
せ
ん
か
！

　

会
場
で
は
「
わ
た
あ
め
」「
ポ

ン
菓
子
」「
金
魚
す
く
い
」「
ボ
ン

ボ
ン
釣
り
」
な
ど
楽
し
い
催
し
も

あ
り
ま
す
。

日　
時　
４
月
29
日
（
水
・
祝
日
）

※
雨
天
決
行　

午
前
８
時
30
分
受

　

付
開
始
（
同
10
時
出
発
）

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
加
紫
久

　

利
公
園
駐
車
場
（
徒
歩
約
８
分

　

）、
米
ノ
津
運
動
公
園
駐
車
場

　
（
徒
歩
約
10
分
）
を
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

　

を
ご
利
用
の
場
合
は
、
米
ノ
津

　

駅
下
車
徒
歩
約
10
分

コ
ー
ス　
野
間
之
関
所
跡
→
孫
山

　
農
園
→
野
間
之
関
所
跡（
約
６
㌔
）

※
コ
ー
ス
途
中
に
飲
み
物
等
を
準

　

備
、
ゴ
ー
ル
地
点
に
は
、
う
ど

　

ん
、み
か
ん
等
を
準
備
し
ま
す
。

定　
員　
先
着
５
０
０
人

参
加
費　
一
般　

千
円

※
中
学
生
は
５
０
０
円
、
小
学
生

　

以
下
は
無
料
（
保
護
者
同
伴
に

　

限
る
）

※
保
険
料
、手
土
産
、軽
食
代
含
む
。

申
込
期
限　
４
月
24
日
（
金
）

申
し
込
み　
参
加
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。ま
た
、

　

参
加
費
は
、
当
日
受
付
時
に
お

　

支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
観
光
交
流
課
（
☎
�
４
０

　

６
１
）（
Ｆ
ａ
ｘ
�
１
３
３
１
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

　

w
7.ocn.ne.jp/

～sekisyo1

ふりがな
氏名

中学生以下
は↓に○を 郵便番号

野間之関所まつりウォーキング大会　参加申込書

住所 ＴＥＬ

切り取り線

虹
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

薩
摩
街
道
、
み
か
ん
畑
の
中

を
散
策
し
ま
せ
ん
か
？

「
小
さ
な
音
楽
家
の
会
」
の
主
催

で
、
音
楽
を
学
ん
で
い
る
皆
さ
ん

が
合
同
で
演
奏
す
る
〝
夢
色
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
５
〟

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
４
月
19
日
（
日
）

　

１
部　

午
前
10
時
開
演

　

２
部　

午
後
２
時
開
演

会　
場　
市
音
楽
ホ
ー
ル

入
場
料　
無　

料

賛
助
出
演

　

フ
ラ
・
レ
ア
レ
ア
・
モ
ア
ニ

※
合
唱
・
ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
・

　

フ
ル
ー
ト
・
二
胡
・
ト
ー
ン
チ
ャ

　

イ
ム
・
歌
に
よ
る
様
々
な
ジ
ャ

　

ン
ル
の
曲
を
ソ
ロ
・
ア
ン
サ
ン

　

ブ
ル
演
奏
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

　

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
「
小
さ
な
音
楽
家
の
会
」
事
務
局

　
（
☎
０
９
０

－

３
８
８
３

－

７

　

５
２
３
（
い
ち
ぞ
え
））

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
♪
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人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ

『
わ
く
わ
く
ド
ッ
キ
ン
！
こ
ぶ
た

　

の
り
ん
ご
』

『
森
の
ち
い
く
ま
ち
ゃ
ん
』

開
催
日　
４
月
26
日
（
日
）

時
間
・
場
所

○
高
尾
野
小
学
校

　

午
前
11
時
開
演

○
米
ノ
津
小
学
校

　

午
後
５
時
開
演

入
場
料

　

前
売
券　

１
２
０
０
円

　

当
日
券　

１
５
０
０
円

※
３
歳
以
上
有
料

前
売
券
販
売
所

　

市
中
央
公
民
館
、
諏
訪
書
店
、

　

金
海
堂

問
い
合
わ
せ
先　
出
水
子
ど
も
劇

　

場
事
務
局
（
☎
�
５
４
５
４
）

　

市
文
化
協
会
美
術
工
芸
部
に
よ

る
、
絵
画
・
水
墨
画
・
水
彩
画
・

写
真
・
陶
芸
・
木
工
・
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
合
同
作
品
展
示
発
表
会

と
し
て
第
４
回
美
術
展
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

今
回
の
美
術
展
で
は
、
作
品
展

示
や
各
部
門
の
会
員
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
紹
介
の
ほ
か
、
芸
術
文
化

第
４
回
美
術
展
開
催
！

活
動
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
と
し

て
、
体
験
教
室
、
作
品
作
成
の
た

め
の
相
談
会
も
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
作
品
の
抽
選
会
も
併
せ

て
開
催
し
ま
す
。

日　
時

○
４
月
25
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

○
同
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場　
所　
出
水
公
会
堂

入
場
料　
無　

料

体
験
教
室

○
水
彩
画
ス
ケ
ッ
チ
教
室

　
時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
０

　
　

時
30
分
（
25
日
の
み
実
施
）

※
絵
具
、
画
板
、
画
用
紙
は
各
自

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
教
室　

　
時　
間　
両
日
と
も
午
前
10
時

　
　

～
正
午
（
先
着
50
人
）

※
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
と
は
、
油
性
絵

　

具
を
水
に
落
と
し
、
紙
に
写
し

　

取
っ
て
楽
し
む
も
の
で
す
。

○
写
真
を
楽
し
く
撮
り
ま
し
ょ
う

　
時　
間　
両
日
と
も
午
前
10
時

　
　

～
正
午

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
各
自
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
中
央
公
民
館
内
出
水
市
文
化

　

協
会
事
務
局

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

第
27
回
鹿
児
島
県
子
ど
も
芸
術
祭

典
～
あ
な
た
の
地
域
に
人
形
劇
が

　

や
っ
て
来
る
!!
～

日　　時　　４月 29 日（水・昭和の日）
　　　　　　午前９時～午後２時 30 分（受付・午前８時 30 分）
場　　所　　青年の家および市民の森
　　　　※小雨決行。荒天の場合は、青年の家本館、小原山体育館内
　　　　　で実施します。
対 象 者　　３～５人でチームを作ればどなたでも参加できます。た
　　　　　　だし、小学３年生以下は保護者同伴とします。
定　　員　　70 チーム（300 人程度）
　　　　※ 70 チームになり次第、締め切ります。
ゲーム内容　「的入れカーリング」や「サイコロ投げ」など楽しいゲ
　　　　　　ームがいっぱい。全 10 カ所を回る『どきどきコース』と
　　　　　　幼児も一緒に楽しめる少し短い（７カ所）『わくわくコ
　　　　　　ース』があります。
参 加 費　　１人当たり 100 円
持ってくる物　野外活動ができる服装、タオル、弁当、飲み物
申し込み　　４月 17 日（金）までに青年の家に電話、ファックスま
　　　　　　たは電子メールでお申し込みください。申し込みの際は、
　　　　　　①希望のコース②代表者の電話番号、参加者全員の③氏
　　　　　　名④性別⑤学校・学年（大人と幼児は年齢）⑥居住地（市
　　　　　　町村名）をお知らせください。

申込・問い合わせ先
　　　出水市青年の家（☎ 63 － 2135）（FAX62 － 9417）
　　　電子メール：seinen_c@city.izumi.kagoshima.jp

青年の家　春の自然まつり
【第 13 回チャレンジラリー】～家族や友達と冒険散策！～

　『チャレンジ・ラリー』は、市民の森で地図とコンパスを頼りにチャレンジ
ポイントを探し出し、素朴な遊びや楽しいゲームで得点を競う野外活動です。
　緑豊かな市民の森で家族や友達とゲームを楽しみながら、心も体もリフレ
ッシュしませんか。

人
形
劇
が
や
っ
て
来
る

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
４
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

つ
か
え
る
よ
　
か
ん
た
ん
に
も
の
を
　
す
て
ま
せ
ん

米
ノ
津
小
学
校
　
一
年
　
坂
元
　
琵
毬

分
別
で
　
地
球
の
涙
　
止
ま
る
か
な

荘
中
学
校
　  

二
年
　
時
吉
　
瞳
美

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在
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市
で
は
、
出
水
市
少
年
少
女
合

唱
団
の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

歌
や
音
楽
が
大
好
き
な
あ
な
た
、
合

唱
団
で
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
歌
声
で
、
み

な
さ
ん
に
幸
せ
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
市
内
に
居
住
し
て
い
る

　

小
学
３
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

練
習
日　
原
則
と
し
て
第
３
土
曜

　

日
を
除
く
土
曜
日
の
午
前
ま
た

　

は
午
後

練
習
場　
市
中
央
公
民
館
ま
た
は

　

音
楽
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

少
年
少
女
合
唱
団
の

団
員
を
募
集
！

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

　

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
が

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
験
資
格

○
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
４
月

　

２
日
～
１
９
９
４
（
平
成
６
）

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
１
９
９
４
年
４
月
２
日
以
降
の

　

生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
２

　

０
１
６
（
平
成
28
）
年
３
月
ま
で

　

に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

試
験
区
分
お
よ
び
採
用
人
数

　

労
働
基
準
監
督
官
Ａ（
法
文
系
）

　

約
１
６
０
人

　

労
働
基
準
監
督
官
Ｂ（
理
工
系
）

　

約
40
人

１
次
試
験
日　
６
月
７
日
（
日
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
午
前
９
時
～

　

同
13
日
（
月
）
受
信
有
効

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.　

　

go.jp/juken.htm
l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が

　

で
き
な
い
場
合
は
、
鹿
児
島
労

　

働
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
鹿
児
島
労
働
局

　

総
務
部
総
務
課
人
事
係
（
☎
０

　

９
９

－

２
２
３

－

８
２
７
５
）

労
働
基
準
監
督
官
採
用

試
験
の
受
験
者
を
募
集

　

市
で
は
、「
地
域
の
中
で
高
齢

者
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
生
活

で
き
る
」
た
め
の
支
援
事
業
と
し

て
、
次
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
す
こ
や
か
入
浴
券
交
付
事
業

事
業
内
容　
高
齢
者
の
健
康
増
進

　

お
よ
び
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

　

め
入
浴
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　
75
歳
以
上
の
方

給
付
枚
数　
年
間
24
枚
（
１
枚
１

　

５
０
円
の
入
浴
補
助
券
と
な
り

　

ま
す
。）

利
用
浴
場

　

市
内
の
協
力
入
浴
施
設

○
敬
老
バ
ス
乗
車
券
交
付
事
業

事
業
内
容　
敬
老
バ
ス
乗
車
券
と

　

し
て
、
年
間
６
千
円
分
を
限
度

　

に
額
面
の
２
分
の
１
で
交
付
し

　

ま
す
。

対
象
者　
70
歳
以
上
の
方

※
一
度
交
付
し
ま
し
た
バ
ス
券
の

　

返
品
、
換
金
に
は
応
じ
か
ね
ま

　

す
の
で
、
申
請
の
際
に
は
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

　

支
援
係
（
☎
�
４
０
５
３
）

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

　
実
行
委
員
会
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｆ
の

出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日　
時　
８
月
23
日
（
日
）

　

午
後
１
時
か
ら 

（
予
定
）

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

参
加
資
格

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
市

　

内
に
通
学
ま
た
は
勤
務
す
る
方

　

が
１
名
以
上
参
加
す
る
グ
ル
ー

　

プ
ま
た
は
個
人
と
し
ま
す
。
た

　

だ
し
、
高
校
生
以
上
の
方
と
し

　

ま
す
。

※
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
学
校
長

　

の
許
可
が
必
要
で
す
。

○
１
人
か
ら
10
人
程
度
の
ロ
ッ
ク

　

・
フ
ォ
ー
ク
・
ジ
ャ
ズ
な
ど
の

　

弾
き
語
り
や
バ
ン
ド
演
奏
（
カ

　

ラ
オ
ケ
は
除
く
）
と
し
ま
す
。

参
加
要
領

○
出
演
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は

　

入
場
料
な
ど
を
充
て
ま
す
が
、

　

不
足
す
る
場
合
は
出
演
者
の
方

　

に
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

　

と
も
あ
り
ま
す
。

○
参
加
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合

　

は
、
実
行
委
員
会
で
選
考
し
ま

　

す
。

○
楽
器
・
ア
ン
プ
類
等
の
必
要
な

　

も
の
は
、
す
べ
て
出
演
者
で
準

　

備
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

ア
マ
チ
ュ
ア・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
Ａ
Ｍ
Ｆ
）

　
　
　
　
　
出
演
者
募
集
！

申
し
込
み
方
法

　

４
月
30
日
（
木
）
午
後
５
時
ま

　

で
に
市
中
央
公
民
館
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市

　

中
央
公
民
館
に
準
備
し
て
あ
り

　

ま
す
。

※
土
曜
・
日
曜
日
も
受
付
可

※
第
一
回
実
行
委
員
会
を
５
月
中

　

に
中
央
公
民
館
に
て
開
催
し
ま

　

す
。

そ
の
他

　
「
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

　

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
い
ず

　

み
」
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

　

だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
（
司
会
・
舞
台
等
）
も
募
集
し

　

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

　

Ａ
Ｍ
Ｆ
実
行
委
員
長
（
飯
塚
）

　
（
☎
０
９
０

－

６
６
３
９

－

６

　

１
０
０
）

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市！

日　時　４月11日（土）
　　　　午前11時
場　所　名護漁港
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市税等の納付は、便利な口座振替で！
～口座振替はお手続き後の翌々月から開始されます～
　市税等のお支払いには、煩雑さの解消や紛失・盗難等の
不安解消の点から、口座振替をお勧めしています。
　税目等ごとに口座振替の手続きが必要であるため、詳し
くはお問い合わせください。
問い合わせ先　本庁税務課収納管理係（☎ 63 － 4028）

　働く婦人の家一日講座の参加者募集！ 大韓民国順天市の青少年と交流しませんか！

　夏休みに、本市と姉妹都市である大韓民国順天市に、
中学生・高校生を派遣します。
派遣時期　８月５日（水）～同８日（土）

　市政モニターを募集！

　2015（平成 27）年度の市政モニターを募集します。

仕事の内容　市政に関して気づいたことや要望などを、
　　　　　　モニター通信として提出（郵送）してい
　　　　　　ただく市政モニターを募集します。
※通信費用は、市が負担します。
募集人員　14 人
応募資格　市内在住の方で、議員、行政委員会の委員、
　　　　　公務員および自治会長でない方
任 　 期　委嘱の日～ 2016（平成 28）年３月 31 日
応募期限　４月 17 日（金）
応募方法　①住所、②氏名（フリガナ）、③年齢、④
　　　　　電話番号、⑤応募の動機（簡単で結構です。）
　　　　　を明記の上、郵送、直接持参またはＦＡＸ
　　　　　で応募してください。（様式は問いません）
そ の 他　応募者が多数の場合は、地区ごとの人数等
　　　　　を勘案して選考します。
※選考結果は、決定者のみに通知します。
応募・問い合わせ先　本庁総合政策課秘書広報係
　　　　　　　　　　（☎ 63 － 4021）

夏休みに海外体験しませんか？

　ホームステイ・ボランティア・文化交流・学校体験・
英語研修・地域見学・野外活動など夏休みに海外体験
をしませんか。
　５月 10 日（日）に福岡市で説明会が開催されます。

派遣日程　７月 23 日（木）～８月 16 日（日）の
　　　　　８日間～ 18 日間
※事業により異なります。
派 遣 先　アメリカ・イギリス・オーストラリア・カ
　　　　　ナダ・サイパン・シンガポール・フィジー・
　　　　　フィリピン
対 象 者　小学３年生～高校３年生
※事業により異なります
参 加 費　25 万円～ 69 万円
※別途、個人経費が必要です。
申込期限　５月 26 日（火）および６月８日（月）
※事業により異なります。
問い合わせ先　公益財団法人　国際青少年研修協会　
　　　　　　　（東京都品川区）（☎ 03 － 6417 － 9721）
　　　　　　　URL　http://www.kskk.or.jp

開 講 場 所 働く婦人の家（保健センター２階）

対 象 者 市内に居住または勤務している女性

申し込み方法 電話でお申し込みください。

申 込 先 働く婦人の家（☎ 63 － 2185）

母の日の「プリザーブドフラワーアレンジ」講座
プリザーブドフラワーやリボンを使ったアレンジで

気持ちの込もった贈り物を作りましょう。

開 講 日 ４月 28 日（火）　

開 講 時 間 午後１時 30 分～同３時 30 分

講 師 箭内 郁子 氏（フラワーコーディネーター）

定 員 20 人

受 講 料 材料代　1,800 円

申 込 期 限 ４月 14 日（火）

託 児 満２歳以上～未就学児

派遣場所　大韓民国　順
スンチョン

天市
派遣人数　21 人
内　　容　順天市の中学生との交流、ホームステイ、
　　　　　順天湾見学等
対 象 者　市内に住所のある中学１年生～高校３年生
参 加 料　市費負担（パスポート等の個人に係る経費
　　　　　　　　　　は自己負担になります。）
申込期限　５月８日（金）
申し込み　市内の中学校に通う生徒は、学校から配布
　　　　　されました「大韓民国・順天市派遣参加申
　　　　　込書」に必要事項を記入の上、お申し込み
　　　　　ください。なお、市外に通学している中学
　　　　　生と、高校生につきましては、生涯学習課
　　　　　までお問い合わせください。
選考結果　応募者が定員を超えた場合については、
　　　　　2014 年度の交流事業で順天市の中学生を
　　　　　受け入れていただいた家庭の生徒を優先し、
　　　　　残りを抽選により選考します。
申込・問い合わせ先
　市教育委員会生涯学習課（☎ 63 － 2200）
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対　象 原則として市内に居住する 65 歳以上の方
名　称 出水人生大学 高尾野鶴亀大学 野田高齢者大学

開講日 原則として毎月 20 日 原則として毎月第３木曜日
原則として毎月 20 日前後の金曜日

ただし趣味コースは別日程。
コースにより月１～２回開講

開講期間 ４月～３月 ４月～３月 ５月～２月
開講場所 市老人福祉センターほか 高尾野農村環境改善センターほか 野田農村環境改善センターほか
開講式 ４月 20 日（月） ４月 16 日（木） ５月 22 日（金）

開講時間

内容予定

①午前 9 時 30 分～正午…全体学習
　（歌、映画鑑賞、講話等）

①午前 9 時～同 10 時 20 分…全体学
　習（歌、映画鑑賞、講話等）

○午前 9 時～同 11 時 40 分…全体会
（開講式、野田の郷タイム、講話等）

②午後 1 時～同３時…趣味学習

園芸、舞踊、陶芸、三味線、書道、
短歌、詩吟、大正琴、手芸、水墨、
カラオケ

②午前 10 時 30 分～同 11 時 50 分
　…クラブ活動

書道、レクダンス、グラウンド・
ゴルフ、生活クラブ、舞踊

※江内学級は生花クラブ活動のみ、
　江内カントリーコアにて毎月第
　３金曜日午前 10 時～同 11 時 30
　分に開催します。

○午前 9 時～正午 ･･･ 趣味コース
園芸、民踊、書道、短歌、大正琴、
料理、カラオケ、手芸、俳句

※趣味コースに申し込みをされる方は、
　野田高齢者大学全体会へも必ず加
　入してください。

全体会では講師講話、体操や介護
予防教室、レクソングがあります。

募集期限 ４月 10 日（金） ４月 10 日（金） ４月 10 日（金）

申込先 ・
電話番号

市中央公民館内生涯学習課 高尾野教育支所生涯学習室 野田教育支所生涯学習室

☎ 63 － 2200 ☎ 82 － 5463 ☎ 84 － 2026

　市内にお住まいであれば、いずれの高齢者大学にもお申し込みいただけます。ただし、定員の関係でご希望
に添えない場合があります。また、募集期限を過ぎた場合の申し込みも可能ですのでご連絡ください。

2015（平成 27）年度　高齢者大学の学生を募集します！

講
座
開
始
月　
全
講
座
と
も
５
月
か
ら
開
講
し
ま
す
。

開
講
場
所　
働
く
婦
人
の
家
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対
象
者　
市
内
居
住
ま
た
は
市
内
勤
務
の
女
性

受
講
料　
材
料
代
（
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

申
込
期
限　
４
月
21
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
働
く
婦
人
の
家
（
☎
�
２
１
８
５
）

講座名 内　容 定員
（人） 曜日 開催時間 開講

回数 講師

癒しの
ハワイアン

フラ

ハワイアンミュージックを聴
きながらゆったり楽しく体を
動かしてみませんか。

20 木 午後８時　　
　～同 10 時 10 内門 瑞穂　氏

ヘルシー
簡単料理

家庭で簡単に出来るカロリー
控えめなメニューを学びま
しょう。

12
第２・４

金
※ 1

午前 10 時　　
　～正午 10 内田 多美子　氏

リンパ
マッサージ

リンパ液の流れをスムーズに
するマッサージ法を学びます。

春コース
16 水 午前 10 時　　

　～正午 ５ 松本 順子　氏

手ごねで
はじめての
パン作り

パン作り初心者の方もお家で
簡単美味しい手ごねパンを作
りましょう。

12 第２・４
火

午前 10 時　　
～午後１時 ５ 山下 ひとみ　氏

クラフト
カゴ作り

クラフトテープで作るカゴ作
り。自分だけのオリジナルの
カゴを作ってみませんか。

20
第１・３

金
※ 2

午後１時 30 分
～同３時 30 分 ５ 市来 昌子　氏

 ※１…８月は第１・３金曜日。　※２…５月は第３・５金曜日
 ※申込者多数の場合は、締め切り日の翌日、公開抽選を行います。

2015（平成 27）年度前期　働く婦人の家定期講座受講生を募集します！

　

開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に

生
活
し
、
技
術
・
経
験
を
活
か

し
て
、
彼
ら
の
自
助
努
力
を
促

進
さ
せ
る
形
で
協
力
活
動
を
展

開
し
て
い
く
青
年
海
外
協
力

隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
県
内

で
も
体
験
談
・
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
～
５
月
11

　

日
（
月
）（
消
印
有
効
）

体
験
談
・
説
明
会

○
会　

場　

鹿
児
島
市
勤
労
者

　

交
流
セ
ン
タ
ー

○
日　

時

　

４
月
２
日
（
木
）

　

午
後
６
時
30
分

　

４
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時

　

４
月
16
日
（
木
）
午
後
６
時

※
派
遣
国
や
募
集
分
野
等
詳
し

　

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ

　

ス
ク
鹿
児
島
（（
公
財
）
鹿

　

児
島
県
国
際
交
流
協
会
）

　
（
☎
０
９
９

－

２
２
１

－

６

　

６
２
４
）

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.jica.go.jp

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協

力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 ※託児…満 2 歳以上～未就学児
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者

救
済
推
進
協
会
で
は
交
通
事
故
に

遭
わ
れ
た
方
を
対
象
と
し
た
交
通

事
故
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

損
害
賠
償
交
渉
の
進
め
方
や
、
保

険
金
額
、
後
遺
症
の
不
安
な
ど
に

つ
い
て
、
交
通
事
故
全
般
の
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

山
やました

下　秀
ひでみつ

光さん（62）
出水市の好きなところは？
　生活がしやすいところがい
いですね！また、温厚な人柄
の人が多い。出水万歳です。
出水市に望むことは？
　今、絆が一番必要な時だと思い
ます。子供たちの見守り、高齢者
への声かけ、いろいろな人たちの
結びつきの接着剤になってほしい。
ひと言　地域の人たちと共に
次を目指して頑張ります。

黒
く ろ き

木　澄
す み こ

子さん（81）
出水市の好きなところは？
　豊かな自然に恵まれ、新幹
線や空港に直結するバスの通
る便利さが気に入っています。
出水市に望むことは？
　若い方々が定住し活躍出来
て調和のとれた地方文化の発
信地にしていただきたいです。
ひと言　日々無事に過ごせるの
も、行政や多くの皆さまの温かい
ご支援のお蔭と感謝しています。

元気ですね先輩！

手話奉仕員養成講座 
（入門課程） 点訳奉仕員養成講座

実 施 日

５月７日～９月 17 日の
毎週木曜日
※ 8 月 13 日を除く

（19 回開催）

５月 23 日～ 3 月 26 日の
毎月第 2・4 土曜日
※ 12 月は第 2・3 土曜日

（21 回開催）
時 　 間 午後７時～同９時 午前９時～正午

場 　 所 市社会福祉会館

申込期限 ４月 24 日（金） ５月 20 日（水）

開 講 式 ５月７日（木）午後７時 ５月 23 日（土）午前９時

　市では、手話奉仕員（入門課程）および点訳奉仕員の養成講座を
次のとおり開催します。
　受講希望のある方は下記までお申し込みください。

※入門課程修了者を対象とした手話奉仕員養成講座（基礎課程）
　については 10 月から開講するため、９月に募集します。
申込・問い合わせ先
　　本庁福祉課社会福祉係（☎ 63 － 4045）

手話奉仕員・点訳奉仕員養成講座の受講生募集！ 相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
電
話
で
の
ご
相
談
も
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

開
催
日　
４
月
19
日
（
日
）

時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所　
市
中
央
公
民
館

電
話
相
談
窓
口

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者

　

救
済
推
進
協
会

　
（
☎
�
２
０
２
９
）

問
い
合
わ
せ
先　

　

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

　

県
中
央
児
童
相
談
所
お
よ
び
知

的
障
害
者
更
生
相
談
所
に
よ
る
巡

回
相
談
が
市
社
会
福
祉
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
療
育
手
帳
の
取

得
・
再
判
定
等
の
相
談
が
あ
る
方

で
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本

庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
☎
�

４
０
４
５
）
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

療
育
手
帳
の
取
得
、

再
判
定
等
の
巡
回
相
談

開催日時 申込期限
６月３日（水）　午前９時～午後３時 ５月７日（木）
10 月 21 日（水）　午前９時～午後３時 ９月９日（水）
２月 17 日（水）　午前９時～午後３時 １月６日（水）

18 歳未満の方

18 歳以上の方
開催日時 申込期限

８月５日（水）　午前９時～午後３時 ７月１日（水）

「
水
俣
病
慰
霊
の
碑
」
に
奉
納
す
る
名
簿
を
受
け
付
け
ま
す

　

水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
慰
霊
の
祈
り
を
捧
げ
、

環
境
破
壊
に
対
す
る
反
省
と
環
境
再
生
・
創
造
へ
の
誓
い
を
込
め
て
、

次
の
と
お
り
「
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
５
月
１
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

会　
場　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
緑
地
「
水
俣
病
慰
霊
の
碑
」
前

※
送
迎
バ
ス
の
運
行
あ
り
。

　

水
俣
市
立
水
俣
病
資
料
館
で
は
、
慰
霊
式
で
慰
霊
の
碑
に
奉
納
す
る

名
簿
へ
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
、
申
込
者
（
遺
族
）
に
は
、

後
日
、
慰
霊
式
の
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
者　
水
俣
病
認
定
患
者
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
方

申
込
期
限　
４
月
10
日
（
金
）
午
後
５
時

※
４
月
11
日
以
降
に
受
け
付
け
た
分
は
、
来
年
５
月
に
奉
納
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
に
は
印
鑑
が
必
要
で
、個
人
情
報
（
氏
名
等
）
は
、非
公
開
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
市
立
水
俣
病
資
料
館
（
☎
０
９
６
６

－

６
２

－

２
６
２
１
）

　

水
俣
市
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課
（
☎
０
９
６
６

－

６
１

－

１
６
１
２
）
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の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

　

さ
い
。

必
要
書
類

○
ツ
ル
の
里
子
宝
お
祝
い
金
支
給

　

申
請
書

○
納
税
に
関
す
る
証
明
書
（
本
庁

　

税
務
課
お
よ
び
各
支
所
総
合
市

　

民
課
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ

　

い
。）

※
証
明
手
数
料
が
２
０
０
円
必
要

　

と
な
り
ま
す
。

そ
の
他　
印
鑑
と
振
込
先
金
融
機

　

関
の
通
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
４
８
１
４
）

　

４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
等

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、

納
税
通
知
書
を
４
月
中
旬
に
送
付

（
郵
送
）
し
ま
す
の
で
、
４
月
30

日
（
木
）
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
等
を
対
象

と
し
た
軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
１
（
平
成

23
）
年
度
か
ら
、
一
度
申
請
を
さ

れ
る
と
翌
年
度
以
降
は
申
請
の
必

要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
少
子
化
の
要
因
の
一

つ
で
あ
る
未
婚
化
・
晩
婚
化
に
対

す
る
取
組
と
し
て
、
独
身
の
男
女

に
出
会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
事

業
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
事

業
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

　

20
歳
以
上
の
独
身
男
女
が
出
会

う
た
め
の
交
流
会
や
結
婚
支
援
の

た
め
の
講
習
会
で
あ
っ
て
、
次
の

要
件
を
満
た
す
も
の

交
流
会
に
つ
い
て

○
参
加
予
定
者
が
お
お
む
ね
20
人

　

以
上
で
あ
る
こ
と

○
男
女
が
お
お
む
ね
同
数
で
そ
の

　

半
数
程
度
が
市
内
に
在
住
ま
た

　

は
勤
務
し
て
い
る
こ
と

○
参
加
者
を
市
内
外
か
ら
募
集
す

　

る
こ
と

○
宗
教
・
思
想
、
政
治
活
動
お
よ

　

び
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

講
習
会

○
独
身
男
女
ま
た
は
独
身
者
を
子

　

に
持
つ
親
を
対
象
と
す
る
こ
と

○
市
内
の
施
設
等
を
会
場
と
す
る

　

こ
と

○
宗
教
・
思
想
、
政
治
活
動
お
よ

　

び
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

補
助
対
象
団
体

婚
活
支
援
補
助
金
制
度

を
創
設

○
市
内
に
事
業
所
等
を
有
し
、
主

　

に
市
内
で
活
動
を
行
っ
て
い
る

　

団
体

○
宗
教
・
思
想
、
政
治
活
動
等
を

　

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な

　

い
団
体

○
公
序
良
俗
に
反
し
て
い
な
い
団
体

○
営
利
を
目
的
と
し
て
結
婚
相
手

　

紹
介
業
を
営
ん
で
い
な
い
団
体

補
助
対
象
経
費

　

補
助
対
象
と
な
る
経
費
は
、
事

　

業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
の
う

　

ち
、
講
師
へ
の
旅
費
や
謝
礼
、

　

消
耗
品
代
、
チ
ラ
シ
等
の
印
刷

　

代
、
広
告
宣
伝
代
、
会
場
使
用

　

料
、
講
師
委
託
料
等
で
す
。

※
参
加
者
の
飲
食
代
や
交
通
費
等

　

は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

補
助
金
額

○
補
助
対
象
経
費
の
合
計
額
の
２

　

分
の
１
以
内
の
額
（
千
円
未
満

　

の
端
数
は
切
り
捨
て
）

○
１
事
業
に
つ
き
上
限
50
万
円　

　
（
予
算
額
に
達
し
次
第
受
け
付

　

け
を
締
め
切
り
ま
す
）

○
同
一
団
体
へ
の
補
助
は
、
同
一

　

年
度
に
お
い
て
１
０
０
万
円
を

　

限
度

申
請
書
類
等

　

交
付
申
請
書
、
事
業
計
画
書
、

　

収
支
予
算
書
、
団
体
の
概
要
書
等

※
申
請
書
類
は
企
画
課
に
備
え
て

　

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
課
企
画
・
男
女
共
同

　

参
画
係
（
☎
�
４
０
３
３
）

　

２
０
１
１
年
度
以
降
の
軽
自
動

車
税
の
免
除
を
受
け
て
い
る
方
に

対
し
て
は
、
本
年
度
の
納
税
通
知

書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
免
除
申

請
は
、
本
庁
お
よ
び
各
支
所
で
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
の
免
除
申
請
受
付
期
限
は
、
４

月
23
日
（
木
）
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
免
除
申
請
に
必
要
な
も
の　

障

　

害
者
手
帳
等
、
車
検
証
、
運
転

　

免
許
証
、
納
税
通
知
書
、
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
税
務
課
課

　

税
係
（
☎
�
４
０
３
１
）

４
月
は
軽
自
動
車
税
を

納
付
す
る
月
で
す
！

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
か
つ

少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
お
祝

い
金
を
贈
り
ま
す
。

お
祝
い
金
支
給
対
象
者

　

３
子
以
上
を
養
育
さ

　

れ
て
い
る
方
で
、
小
学

　

校
入
学
の
日
に
お
い

　

て
出
水
市
に
１
年
以

　

上
住
所
を
有
す
る
方

支
給
時
期
・
金
額

　

３
子
以
上
の
子
を
出

　

生
の
と
き
に
10
万
円
、

　

３
子
以
上
の
子
が
小

　

学
校
入
学
の
と
き
に

　

10
万
円

※
本
年
４
月
に
小
学
校

　

入
学
で
該
当
さ
れ
る

　

方
は
次
の
期
間
中
に

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
入
学
式

　

以
降
に
申
請
書
等
を

　

郵
送
い
た
し
ま
す
。

小
学
校
入
学
対
象
者
の

申
請
期
間

　

４
月
14
日（
火
）～
同
30
日（
木
）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
、
午

　

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

申
請
期
限

　

小
学
校
入
学
に
係
る
祝
い
金
に

　

つ
い
て
は
、
当
該
入
学
の
年
度

　

末
が
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す

ツ
ル
の
里

　
子
宝
お
祝
い
金

●●●

問い合わせ先
　本庁こども課子育て支援係
　（☎63-4047）

車検を受
ける時期 納税証明書 注　意

４月
2014 年度の納税証明
書で車検を受けるこ
とができます。（４
月 30 日有効期限）

現金で納付された方は、2015 年度の納
税証明書でも車検を受けることができま
す。（口座引落しの方は除く）

５月 2015 年度の納税証明
書が必要です。

口座引き落としの方の納税証明書の発送は、５
月中旬以降の予定です。５月上旬に車検を受け
る方で、納税証明書が必要な方は、引き落とさ
れた通帳を問い合わせ先までお持ちください。

※原動機付自転車（二輪車等）の税額の変更は来年（2016）度からとなり
　ました。本年（2015）度は現行の税額となります。
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本
年
４
月
か
ら
、
生
活
困
窮
者

へ
の
支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
は

　

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以

　

外
で
、生
活
に
困
窮
し
て
い
て
、

　

最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る

　

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
の

　

あ
る
人
（
生
活
困
窮
者
）
で
す
。

自
立
相
談
支
援
事
業

○
就
労
や
家
庭
、
心
身
の
問
題
な

　

ど
抱
え
て
い
る
問
題
を
相
談
員

　

が
広
く
う
か
が
い
ま
す
。

○
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
適

　

切
な
対
応
が
で
き
る
専
門
機
関

　

応
募
の
あ
っ
た
「
あ
い
さ
つ
」「
朝

ご
は
ん
」
三
行
詩
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

あ
い
さ
つ
で

か
お
も
こ
こ
ろ
も　

に
っ
こ
に
こ

　

野
田
小
学
校
一
年　

浦
崎
ひ
よ
り

朝
お
き
た
ら
ま
っ
て
い
る
お
い
し
い

　

で
き
た
て
ご
は
ん

み
ん
な
が
笑
顔
で
お
で
む
か
え

み
ん
な
で
手
を
あ
わ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す

下
水
流
小
学
校
五
年　

上
野
天
咲
桜

朝
ご
は
ん

食
べ
て
つ
く
ろ
う　

今
日
の
自
分

　

出
水
中
学
校
三
年　

弓
削　

知
紀

「
お
は
よ
う
」
で
心
の
ふ
た
を
あ
け
て

一
日
の
中
で
心
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て

「
ま
た
ね
」
で
心
の
ふ
た
を
と
じ
る

出
水
商
業
高
校
三
年　

厚
地
沙
耶
佳

挨
拶
は
自
然
と
笑
顔
に

な
れ
る
か
ら

み
ん
な
か
け
合
お
う
優
し
い
気
持
ち

一
般
（
美
原
町
）　

兒
島　

ス
ミ
ノ

※
学
校
お
よ
び
学
年
は
応
募
当
時
の

　

も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

「
あ
い
さ
つ
」「
朝
ご
は
ん
」

三
行
詩
③

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～ 　

鹿
児
島
県
議
会
議
員
選
挙
（
出

水
市
区
定
数
２
）
が
、
４
月
３
日

（
金
）
告
示
・
立
候
補
受
付
、
同

12
日
（
日
）
投
・
開
票
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
す
。

立
候
補
受
付

　

４
月
３
日
（
金
）

○
高
尾
野
支
所
大
会
議
室

　

午
前
８
時
30
分
～
同
10
時

○
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

投
票
が
で
き
る
人

　

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
４
月

　

13
日
以
前
の
出
生
者
で
、
本
年

　

１
月
２
日
以
前
か
ら
引
き
続
き

　

本
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

　

帳
に
記
録
お
よ
び
選
挙
人
名
簿

　

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

投　
票

　

市
内
33
カ
所
の
投
票
所
で
、
午

　

前
７
時
～
午
後
７
時

※
上
場
小
学
校
と
丸
塚
公
民
館
は

　

午
後
６
時
ま
で

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
等
で
投

　

票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日

　

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期　
間

　

４
月
４
日（
土
）～
同
11
日（
土
）

時　
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

４
月
12
日
（
日
）
は

県
議
選
の
投
票
日
で
す
！

「
生
活
困
窮
者
」
へ
の

支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
す肱

ひじおか
岡　智

ともゆき
行さん（30）

出水市の好きなところは？
　自然が豊かで、人が温かく
すべてが好きです。
出水市に望むことは？
　子供達が楽しく遊べる場所
の提供を。
ひと言
　若さを武器に、行動力・根
性で頑張ります！

日
ひわたり

渡　尚
しょうこ

子さん（20）

出水市の好きなところは？
　自然が豊かで、安心感があ
るところ。
出水市に望むことは？
　若い人からお年寄りまで
楽しめる場所をつくってほ
しい。

集まれ応援団！

　

へ
つ
な
ぎ
ま
す
。

○
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
場
合
に
は

　

相
談
員
が
訪
問
し
ま
す
。

住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

○
離
職
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ

　

た
方
、
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の

　

高
い
方
に
は
、
就
職
に
向
け
た

　

活
動
を
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件

　

に
、
一
定
期
間
、
家
賃
相
当
額

　

を
支
給
し
ま
す
。

○
生
活
の
土
台
と
な
る
住
居
を
整

　

え
た
上
で
、
就
職
に
向
け
た
支

　

援
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
福
祉
課
保
護
係

　
（
自
立
相
談
支
援
担
当
）

　
（
☎
�
４
０
４
８
）

場　
所

　

中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

　

高
尾
野
支
所
１
階
会
議
室

　

野
田
支
所
１
階
会
議
室

投
票
所
入
場
券

　

１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
４
人
分
の

　

入
場
券
と
な
っ
て
い
ま
す
の

　

で
、
各
自
、
切
り
離
し
て
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

　

の
投
票
所
入
場
券
が
な
く
て

　

も
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

　

お
よ
び
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　

さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で
き

　

ま
す
。

開　
票

　

高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

タ
ー
で
即
日
開
票
し
ま
す
。

※
本
年
１
月
３
日
以
降
に
県
内

　

の
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ

　

れ
た
人
は
、
前
住
所
地
で
投

　

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
は
本
市
で
で
き

　

ま
す
が
、
事
前
に
手
続
き
が

　

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会

　
（
高
尾
野
支
所
内
）

　
（
☎
�
２
３
１
４
）
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かんたん朝食レシピ③（レシピ提供　食生活改善推進協議会）

　朝ごはんで一日をスタート！今回はトーストに合うおかずを紹介します。（調理時間：約 10 分）

☆スクランブルエッグ（100kcal、カルシウム：33㎎）
　　○材料（２人分）　・卵　２個　・塩こしょう　少々　・バター　小さじ１　・アスパラガス　４本
　　○作り方　①　卵は溶きほぐし、塩こしょうを加えて混ぜる。
　　　　　　　②　フライパンにバターを溶かし、①を流しいれたら手早く混ぜ、半熟状になったら火を止
　　　　　　　　　め器に盛る。
　　　　　　　③　アスパラガスは４ｃｍ長さに切り、②のフライパンで炒めて添える。
☆野菜サラダ（34kcal、カルシウム：18㎎）
　　○材料（２人分）　・レタス　50 ｇ　・キャベツ　50 ｇ　・トマト　60 ｇ
　　　　　　　　　　　★サラダ油　小さじ１　★酢　小さじ２　★塩　ふたつまみ
　　○作り方　①　レタスは食べやすい大きさにちぎり、水にさらす。
　　　　　　　　　キャベツは千切りに、トマトはくし切りにして器に盛る。
　　　　　　　②　★を混ぜ合わせてドレッシングを作り、①にかける。
☆ミルクティー（71kcal、カルシウム：117㎎）
　　○材料（２人分）　・紅茶パック　１個　・水　１カップ　・牛乳　１カップ
　　○作り方　①　小鍋に紅茶パックと水を入れ、紅茶を濃いめに煮出す。
　　　　　　　②　①に牛乳を加えて、沸騰させないように温め、カップに注ぐ。

2015（平成 27）年度出水市農作業賃金等標準額
この金額は目安です。農地の条件等に合わせ双方で適正な額の話し合いをお願いします。

【一般作業】
作業名等 単位 標準額（円） 備 考

農作業
重労働 8 時間 5,900
軽労働 8 時間 5,500

【機械作業】
作業名等 単位 標準額（円） 備　考

水田耕 10a
6,000 平耕起 1 回につき
8,000 荒しろから仕上げしろまで

機械田植 10a 7,500 同時施肥
6,500 施肥なし

水稲育苗 1 箱
597 受け取り
647 配達込み

バインダー 10a 9,000 ひも機械持ち

コンバイン 10a 13,000　
　~16,000

刈取りのみ
運搬料については双方の話し合いによる

脱穀作業（水稲） 1 袋 350 コンバイン袋
畑耕うん 10a 6,000

甘
かんしょ

藷つる切り 10a 4,000

甘藷機械堀り 10a 4,500

マルチャー 10a 7,500 うね立兼用　作業料金は、作物
により双方の話し合いによる

サブソイラー 10a 4,000
パワーディスク 10a 5,000

堆肥散布 10a 5,500 牛堆肥散布まで（2t 積散布車）
牧草梱包 10a 6,000 梱包のみ（ひも機械持ち）

防除作業
粉剤 10a 2,000 水稲を基準とする

薬剤は委託者持ち乳剤 10a 3,000
アクスルプラウ 10a 4,000

ライムソワー（肥料散布機） 10a 2,000

畦塗り 1m 片面 40~50 地域性・水田等の条件により双
方で加減する

バレイショ掘取り 10a 4,500
※地域性・水田の条件（湿田・搬入不便・未整備田等）により双方で加減する。
※倒伏田については、2 割増以内とし、ほ場の状態により双方で加減する。
※１筆当たりの面積が 5a 未満の場合は 5a とし、10a 未満の場合は 10a とする。

手
数
料　
無　

料

※
申
請
書
お
よ
び
委
任
状
の
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳

　

閲
覧
時
間
お
よ
び
場
所
は
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お

　

よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
と
同
じ
で
す
。

※
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
間
、
閲
覧
手
数
料

　

は
無
料
で
す
が
、
コ
ピ
ー
さ
れ
る
方
は
１
枚
10
円
必

　

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
☎
�
４
０
３
２
）

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
（
水
）
～
６
月
30
日
（
火
）

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

縦
覧
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所　
本
庁
税
務
課
、
高
尾
野
支
所
お
よ
び
野
田

　

支
所
総
合
市
民
課

縦
覧
で
き
る
方　
市
内
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
ま
た

　

は
市
内
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
委
任
を
受
け
た

　

方
（
委
任
状
が
必
要
）

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

税
帳
簿
の
縦
覧
お
よ
び
税
台
帳
の
閲
覧
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新
し
く
な
っ
た

「
健
康
い
ず
み
21
」　

　

本
年
３
月
に
、
新
た
な
健

康
増
進
計
画
「
健
康
い
ず
み
21

（
２
０
１
５
（
平
成
27
）
～

２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
度
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
に
自
主

的
に
取
り
組
む
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
で

の
支
え
合
い
や
見
守
り
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
相
互

に
連
携
し
て
「
健
康
で
元
気
な

ま
ち
い
ず
み
」
が
実
現
す
る
よ

う
、
健
康
づ
く
り
を
総
合
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
、
い
つ
ま
で

も
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
す

る
た
め
に
は
、
健
康
寿
命
（
健

康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
を
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
）
を
伸
ば
す
こ
と
、
そ

し
て
、
健
康
上
の
問
題
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
生
活
の
質
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

の
充
実
」、「
が
ん
の
発
症
・
重

症
化
予
防
」、「
認
知
症
の
発
症
・

重
症
化
予
防
」、「
脳
卒
中
の
発

症
・
重
症
化
予
防
」
４
つ
の
健

康
づ
く
り
施
策
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
標
準
化
死
亡
比
（
地

域
の
年
齢
構
成
を
均
一
に
し
た

死
亡
比
）
は
、
脳
卒
中
が
男
女

と
も
に
高
い
状
況
で
す
。ま
た
、

要
介
護
の
原
因
の
１
位
も
脳
卒

中
で
、
他
の
疾
患
と
比
べ
て
入

院
期
間
が
長
く
、
医
療
費
の
高

さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
脳

卒
中
の
発
症
・
重
症
化
予
防
」

を
重
点
目
標
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
民
み
ん
な
で
取

り
組
め
る
10
の
行
動
目
標
を
決

め
ま
し
た
の
で
、
ご
家
庭
に
チ

ラ
シ
が
届
い
た
ら
見
や
す
い
所

に
貼
っ
て
、
一
緒
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

　

代
理
申
請
が
で
き
ま
す
。

登
録
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　

災
害
に
よ
っ
て
は
、
支
援
し
て

く
れ
る
人
も
災
害
に
あ
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
登
録
す
れ
ば
、
必

ず
助
け
ら
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
支
援

す
る
方
々
が
責
任
を
負
う
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
こ
と
」
を
皆
さ
ん
に
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
地
域
の

み
な
さ
ん
と
声
を
掛
け
合
い
、
地

域
の
皆
さ
ん
で
お
互
い
に
助
け
合

い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
安
全
安
心

　

推
進
課
（
☎
�
０
１
６
３
）

制
度
に
つ
い
て

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
や
災
害

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
家
族
な

ど
の
支
援
が
な
く
、
一
人
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
々
（
災
害

時
要
援
護
者
）
を
地
域
の
方
の
支

援
に
よ
り
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
の
登
録
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
の
で
き
る
方

　

支
援
す
る
方
々
に
対
し
て
、
本

人
の
名
前
や
住
所
な
ど
の
個
人
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
て

く
だ
さ
る
次
の
よ
う
な
方
で
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

　

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

○
介
護
保
険
の
要
介
護
３
、４
ま

　

た
は
５
と
判
定
さ
れ
て
い
る
方

○
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
の
交
付
を

　

受
け
て
い
る
方

※
こ
の
ほ
か
、
災
害
時
に
支
援
が

　

必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

登
録
す
る
に
は

　

本
人
に
よ
る
申
請
と
民
生
委
員

　

・
福
祉
関
係
者
等
か
ら
の
戸
別

　

訪
問
調
査
に
よ
る
申
請
が
で
き

　

ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
申
請
も
で
き
ま
す
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
本
人
に
よ
る
窓
口
申
請
が
で
き

　

な
い
方
は
、
配
偶
者
や
扶
養
義

　

務
者
・
保
護
者
の
方
々
に
よ
る

災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
登
録
制
度

　

市
で
は
、
地
域
全
体
で
高
齢
者

を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
体
制

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
高
齢

者
を
支
援
す
る
自
主
グ
ル
ー
プ
を

対
象
に
、
商
品
券
に
交
換
で
き
る

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
「
高
齢
者

元
気
度
ア
ッ
プ
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
グ
ル
ー
プ
（
次
の
要

件
を
全
て
満
た
す
団
体
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
）

○
本
市
に
住
所
を
有
す
る
者
で
構
成

○
３
人
以
上
の
構
成
員
で
、
半
数

　

以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

○
代
表
者
を
定
め
、
継
続
的
な
活

　

動
が
で
き
る
こ
と
。

※
市
等
の
他
の
公
的
補
助
を
受
け

　

て
い
る
団
体
は
対
象
外
で
す
。

対
象
と
な
る
互
助
活
動

○
高
齢
者
の
見
守
り
・
地
域
の
支

　

え
合
い
活
動
等
、
高
齢
者
や
介

　

護
者
の
仲
間
づ
く
り
へ
の
支
援
、

　

介
護
保
険
施
設
等
で
の
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
活
動

※
３
人
以
上
（
１
人
以
上
高
齢
者

　

を
含
む
）
で
、
１
回
１
時
間
以
上

　

活
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

　

１
回
の
活
動
に
対
し
、
千
円
の

商
品
券
と
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
（
年
12
万
円
分
を
上
限
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課

　
（
☎
�
４
０
５
３
）

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
�
４
１
８
０
）

高
齢
者
支
援
グ
ル
ー
プ

等
に
ポ
イ
ン
ト
を
交
付

災害時要援護者
（支援が必要な方） 市役所

地域支援者等
自治会
自主防災組織

民生委員・
児童委員

保健・医療・
福祉関係者

情報の提供

申請・登録

避難支援・安否確認
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お
店
で
小
物
を
購
入
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
一
カ
月
後
に
品
物
の
展

示
会
に
誘
わ
れ
、
担
当
者
が
自
宅

に
迎
え
に
来
た
。「
買
う
つ
も
り

は
な
い
」
と
伝
え
た
の
に
、
会
場

で
ス
タ
ッ
フ
数
名
に
囲
ま
れ
、
二

点
の
品
物
の
ど
ち
ら
が
い
い
か
と

聞
か
れ
「
こ
っ
ち
が
良
い
」
と
答

え
た
だ
け
で
買
っ
た
よ
う
な
雰
囲

気
に
な
り
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
も
、「
見
る
だ
け
で
い
い

か
ら
」
と
誘
わ
れ
て
参
加
す
る
と
、

長
時
間
勧
誘
さ
れ
て
断
り
き
れ
ず

契
約
す
る
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返

し
、
高
額
な
買
い
物
を
し
て
し

ま
っ
た
。

〈
ひ
と
こ
と
助
言
〉

•

「
見
る
だ
け
で
い
い
」
な
ど

と
誘
わ
れ
て
展
示
会
場
に
行
き
、

一
度
契
約
を
す
る
と
、
そ
の
後
、

次
々
と
勧
誘
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
必
要
な
け
れ
ば
き
っ

ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
購
入
す

る
つ
も
り
が
な
け
れ
ば
、
展
示

会
に
行
か
な
い
こ
と
も
大
切
で

す
。

•

誰
に
も
相
談
で
き
な
い
ま
ま

契
約
を
重
ね
、
問
題
が
深
刻
化

す
る
例
も
あ
り
ま
す
。
被
害
防

止
の
た
め
に
は
、
家
族
や
介
護

関
係
者
な
ど
周
囲
の
見
守
り
が

不
可
欠
で
す
。
家
の
中
に
見
慣

れ
な
い
も
の
や
不
審
な
契
約
書

が
な
い
か
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら

気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

　

何
か
困
っ
た
こ
と
や
不
安
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
出
水

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
�

６
２
０
３
直
通
）
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い

 

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て

　

20
歳
に
到
達
し
た
日
本
国
内
に

住
所
を
有
す
る
方
は
国
民
年
金
の

被
保
険
者
と
な
り
保
険
料
の
納
付

義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
場
合
、

所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
に
つ
い

て
は
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

特
例
制
度
の
対
象
と
な
る
学
生

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
お
よ
び
修
業
年
限
が
１
年

以
上
の
課
程
で
あ
る
各
種
学
校
等

に
在
学
す
る
学
生
（
夜
間
・
定
時

制
課
程
お
よ
び
通
信
課
程
も
含

む
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

 

学
生
納
付
特
例
制
度
の
特
徴

 

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
老
齢
年
金
の
受

給
資
格
期
間
や
障
害
年
金
と
遺
族

年
金
の
保
険
料
納
付
要
件
の
対
象

期
間
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
10
年
以
内
に
猶
予
さ

れ
た
保
険
料
の
納
付
（
追
納
）
が

な
け
れ
ば
、
将
来
受
給
す
る
老
齢

基
礎
年
金
の
額
の
計
算
の
対
象
と

な
る
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
承
認
を
受
け
た
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
当
時
の

保
険
料
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

 

手
続
き
に
必
要
な
添
付
書
類
等

・
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証

明
書
（
原
本
）

・
印
鑑

・
退
職
（
失
業
）
し
た
方
が
申
請

を
行
う
と
き
は
、
退
職
（
失
業
）

し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類（
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写
し
）

・
本
市
へ
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方

は
、
前
居
住
地
で
の
前
年
（
ま
た

は
前
々
年
）
の
所
得
額
証
明
書
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

※
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す

　

本
年
２
月
中
旬
ま
で
に
学
生
納

付
特
例
を
承
認
さ
れ
、
４
月
以
降

も
同
じ
学
校
に
在
学
予
定
の
方
は
、

３
月
下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
は
が

き
）」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
の
上
、
返
送
す
る
だ
け
で
新
年

度
の
申
請
が
完
了
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
在
学
す
る
学
校
な
ど

が
変
更
と
な
っ
た
方
は
再
度
窓
口

で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

開 催 日
　５月 14 日（木） 本庁
　５月 28 日（木） 高尾野支所
開催時間
　午前 10 時～午後 3 時
　（正午～午後 1 時を除く）
相談内容
　老齢年金、遺族年金等の請求手続き
　年金受給見込額　など
相談員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　（☎ 63 － 4038）

５月　出水地区年金相談
（月２回開催・完全予約制）

「
見
る
だ
け
で
い
い
か
ら
」
と

勧
誘
さ
れ

【消費生活相談員の相談日時と場所】

○月・火・木・金曜日
　午前８時30分〜午後５時（正午〜午後１時を除く）
　本庁市民生活課内　（☎63−6203　直通）
○水曜日　午前９時30分〜正午
　本庁および野田支所総合市民課内
　（☎63−2111　内線741）
○水曜日　午後１時〜同４時
　本庁および高尾野支所総合市民課内
　（☎63−2111　内線453）
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　この時期、子ども達が被害に遭
あ

ったり犯罪を犯した
りする危険性が高くなります。
　いたずら目的で子どもを誘拐しようとする犯罪も後
を絶ちません。
　子ども達が被害に遭わないように、家庭でも身の回
りの危険箇所の確認や自分を守るための防犯対策につ
いて、今一度、話し合ってみましょう。
　一つの対策として、「いかのおすし」を覚えてみま
せんか？

　出水市防犯協会では、市内の有志の団体に賛助
会員として登録していただき、各会員から１口１
万円程度の賛助金などをいただいています。
　この賛助金などは、市内の各防犯パトロール隊
が所有する防犯パトロール車（青色回転灯装備車
：青パト車）でボランティア活動を実施する際の
燃料費の支援や市内の中学生、高校生の自転車盗
難防止対策に活用させていただいております。
  2014年度は、上記会員にご支援をいただくこと
ができました。会員の皆さまありがとうございま
した。今後とも引き続きご支援を賜りますようよ
ろしくお願いします。

　防犯協会では、随時、新規の賛助会員を募集し
ています。
　ご連絡をいただければ、担当がお伺いします。
  皆さま方のご理解とご支援をよろしくお願い申
し上げます。
※ご連絡は下記問い合わせ先までお願いします。

＜平成２７年4月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

会　員　名 口　数 会　員　名 口　数

県遊技業協同
5

栄町商店街
1

組合出水支部 　 協同組合

小売酒販組合

出水たばこ
1

（H11に防
犯車を寄
贈してい
ただきま
した）

地区金融機関
3

出水倫理法人会
(社)倫理研究所

1
防犯協議会 　　

出水
1

商工会議所　

※順不同、敬称略

の くるまに「の」らない！

お

県建設業協会
1

いか ついて「いか」ない！
川端通り会 1

「お」お声をだす！

出水ライオンズ
クラブ

自転車用
ワイヤー
ロック(５
万円相当)

出水支部

出水
1

出水市中央
1

商店街協同組合

販売協同組合

出水ロータリー
クラブ

す 「す」ぐににげる！

２０１５年

し 「し」らせる！
＜出水警察署管内＞　　　 （暫定値）

発生件数 死　者 負傷者

交通事故発生状況

２  月  中

※（　）内の数字は前年同期比

問い合わせ先 出水市防犯協会６３－１５００

２０１５年
累　　　計

賛助会員の皆様、ありがとうございました！

いかのおすし

賛助会員募集中！！

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 5年
２ 月 中

21 件
（＋９）

０人
（０）

23 人
（＋８）

2 0 1 5年
累 計

45 件
（＋ 18）

１人
（＋１）

55 人
（＋ 21）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会 63 − 1500問い合わせ先
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第８回読書活動日本一のまちづくり推進大会開催！ 
 
第８回読書活動日本一のまちづくり推進大会を、２月７日（土）、市音楽ホールで開催しました。今

回は、「家読（うちどく）、読書の楽しさ」を伝えたいという思いで、事例発表、高校生によるクイズ、

講話などを企画しました。 
 

当日は、出水商業高校図書委員３年生による見事な司会進行、受付は、同じく２年生の図書委員が

担当してくれました。受付担当のお二人は、急遽
きゅうきょ

、事例発表の音響係としても大活躍でした。多くの

方においでいただき、楽しい雰囲気で会を終了することができました。 
 
✿オープニング：出水市少年少女合唱団による「出水市読書の歌～すてきな宝物～」、「全国家読歌

～こころつないで～」、「にじいろ」の３曲を披露していただきました。 
✿読書活動実践優秀団体の表彰：地域（自治会）、学校、幼稚園、保育園から、活発な活動を展開さ

れた５団体が受賞されました。 
【読書活動優秀実践団体】 
◎ 優秀実践地域（上村東自治会、西町自治会） 
◎ 優秀実践保育園（西出水保育園） 
◎ 優秀実践校（蕨島小学校、東出水小学校附属幼稚園） 

✿事例発表：佐藤ファミリーによる「我が家の読書の思い出」とい

う題で、寸劇を交えながら発表していただきました。ご

家族の日ごろの様子がうかがえるほのぼのとした楽しい

発表に、ホールの皆さまも笑顔いっぱいでした。 
 
✿みんなで楽しく！つるみんジャーでクイズ： 

出水商業高校生による手作り紙芝居の後、それにちなんだクイズをしていただきました。これは、

人と本を結ぶ「アニマシオン」という手法の一つで、学校などで取り入れられているものです。活

発に客席から回答が寄せられていました。 
 

✿講話：熊本県八代市立高田小学校藤原久美子教諭に「笑顔

UP の秘訣ってなんだろう」という題で講話をしていただきま

した。藤原教諭は、「断捨離トレーナー」と言う一面もお持ちの

方で、「住まいにゆとりがあれば、心にゆとりが生まれる。心に

ゆとりが生まれれば笑顔が生まれる。」「本を持ち帰ることは笑

顔を持ち帰ること。」「図書館は本と笑顔の無料貸し出しをして

くれるところなんです。」と話されていました。 
ゆったりとした空間で好きな本を広げると笑みも自然にこぼ

れるのかもしれませんね。 

「読書によるひとづくり ふるさとづくりのまち 出水市」 
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「ジャガーとのやくそく｣ アラン・ラビノヴィッツ　作
●「いちねんせいになったから！」 くすのき　しげのり　作
●「ヘンテコはみがきこ」 みやにし　たつや　作・絵
●「あ、はるだね」 ジュリー・フォリアーノ　文
●「ドラゴン王さまになる」 茂市　久美子　作
●「おーばあちゃんはきらきら」 たかどの　ほうこ　作
●「がっこうのおばけずかん　おきざりランドセル」 斉藤　洋　作
●「モンスター・ホテルでひみつのへや」 柏葉　幸子　作
●「カエサルくんと本のおはなし」 いけがみ　しゅんいち　文
●「おおきな３びきゆうえんちへいく」 クリス・ウォーメル　作・絵

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「アルカーディのゴール」 ユージン・イェルチン　作・絵
●「ご当地電力はじめました！」 高橋　真樹　著
●「伝えるための教科書」 川井　龍介　著

・・・・・等
≪一般≫

●「おまめごとの島」 中澤　日菜子　著
●「乙女の家」 朝倉　かすみ　著
●「となりの女神｣ 山下　貴光　著
●「刑事群像」 香納　諒一　著
●「千日のマリア」 小池　真理子　著
●「ブラックオアホワイト」 浅田　次郎　著
●「夢をまことに｣ 山本　兼一　著
●「十二月八日の幻影」　 直原　冬明　著
●「朽ちないサクラ」 柚月　裕子　著
●「女たちの審判」 紺野　仲右ヱ門　著
●「リバース」 相場　英雄　著
●「火星に住むつもりかい？」 伊坂　幸太郎　著
●「朦朧戦記｣ 清水　義範　著
●「サンティアゴの東　渋谷の西」 瀧羽　麻子　著
●「ロストデイズ」 大崎　善生　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ４月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時〜午後８時
土曜・日曜、祝日
　午前９時〜午後６時

20日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
　午前９時〜午後６時 17日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

4 月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

4月

第１
火曜日

千本付団地広場 10：00〜10：20

７日
21日

平和団地集会室 10：30〜10：50
鹿島住宅広場 14：20〜14：40
茶円堀団地広場 14：50〜15：10
鹿島自治公民館 15：20〜15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10〜10：30
１日
15日

尾野島浜自治公民館 10：45〜11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10〜14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45〜15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30〜10：50

２日
16日

上場集落 13：45〜14：05
宮之元集落 14：25〜14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55〜15：15
不動野集落 15：25〜15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00〜10：20
９日
23日

受口自治公民館 10：40〜11：00
屋地自治公民館 14：10〜14：30
熊野神社前 14：40〜15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00

10日
24日

元町自治公民館 10：15〜10：35
今釜西自治公民館 10：50〜11：10
鶴水園 14：10〜14：40
加紫久利住宅広場 14：55〜15：15
米ノ津駅前広場 15：25〜15：45

４月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

1、8、15、22日
午後４時〜

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

6、13、20、27日
午後４時〜

親子読書教室 
「すくすく」

14日（火）、28日（火）
午前10時30分〜

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

2、9、16、23、30日
午後４時〜

だっこでギュッ ２日（木）
午前10時30分〜

夜のおなはし会 23日（木）
午後７時〜

～ある日の図書館～

　この写真は、「毎月 23日はこどもといっしょに読書
の日」にちなみ、毎月 23日午後 7時より野田図書館で
行われている夜のおはなし会の様子です。
　お話ボランティアグループ「紙ふうせん」の方々のて
あそびや絵本の読み聞かせなどがあります。いつもと
違った雰囲気の図書館で、おはなしの世界を楽しんでみ
ませんか？
　皆さんのご来館をお待ちしております。

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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　シルバー人材センターでは、ボランティア活動も
行っています。
　毎年、手作り雑巾を市内の小学校へ寄付したり、
地域の清掃作業を行ったりと、会員のボランティア
活動として取り組んでいただいています。
　３月７日、シルバー人材センター会員の総勢247
人で地域の清掃・除草作業を行ないました。

感
謝
の
心
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

出
水
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　地元の特産品を使った食のブランド「いずみさん」
の第２回認定審査会が２月19日、市民交流センター
で開催され、６店舗から応募がありました。
　審査会では、地元の食材を使ったお菓子や料理な
どが出品され、10人の審査員が出水をイメージでき
るかなど６項目を出品者に確認しながら審査しまし
た。審査結果に基づき、後日、「いずみさん」ブラン
ドとして認定されます。

出
水
ら
し
さ
を
表
現

「
い
ず
み
さ
ん
」推
進
協
議
会

　２月13日～19日、鹿児島いずみ農協のブランド牛
「華鶴和牛」をアピールし、地元産牛肉の消費拡大を
図る目的で、市内の全小中学校の給食でブランド牛
肉を使った給食が提供され、３月２日～５日には、
本市のブランド鶏であるマルイ農協「南国元気鶏」と
赤鶏農協「赤鶏さつま」のおいしさと安全性をＰＲ
し、消費拡大を図る目的で、市内の全小中学校で鶏
肉を使った給食が提供されました。
　西出水小であった給食会では、農協や行政関係者
等が出席し、児童たちと一緒にビーフシチューを味
わい、下水流小学校であった給食会では、各農協等
の関係者らが児童と一緒にシチューを味わいまし
た。どちらの給食会でも、児童たちは「やわらかく
ておいしい。」と言いながら、あっという間に平らげ
ていました。

　１月31日、市文化会館で「桂文枝独演会」が開催さ
れました。落語界でも第一線で活躍され、数多くの
テレビ番組に出演されていることもあり、たくさん
の市民が来場しました。
　桂文枝さんによる伝統的な上方落語の軽妙な語り
に、会場内は笑いの渦に包まれ、来場者は心から落
語を楽しんでいました。

会
場
が
笑
い
の
渦
に

桂
文
枝
独
演
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

出
水
中
央
高
校
生

　２月27日、電車を利用する出水中央高校の生徒が
西出水駅のボランティア清掃作業を行いました。
　西出水駅は同校の生徒が通学に利用しており、日
ごろの感謝ときれいな駅をみんなで利用してほしい
との想いから毎年行っています。
　当日は、２年生23人が同駅のトイレや待合室、駅
周辺などを念入りに清掃していました。

出
水
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
ブ
ラ
ン
ド
鶏
を
味
わ
う

ふ
れ
あ
い
給
食
会
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清
ら
か
な
歌
声
響
く
♪

市
少
年
少
女
合
唱
団

　３月１日、市音楽ホールで市少年少女合唱団の第
20回定期演奏会が開催されました。少年少女たちの
精一杯心をこめた清らかな歌声に、大勢の観客が聞
き入っていました。
　また、今回は20回の節目の演奏会ということで、
同合唱団の卒団生がゲストとして参加し、皆で合唱
を行うなど、歌うことを心から楽しんでいる姿がと
ても印象に残る演奏会でした。

ラ
ン
ナ
ー
に
拍
手
を

県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　２月14日～18日の５日間、第62回県下一周市郡対
抗駅伝競走大会が行われ、郷土の誇りをかけた熱戦
が繰り広げられました。出水地区チームは、多くの
皆さまの温かい声援を力にかえて力走を続け、5日
間の総合順位５位でゴールしました。
○区間賞　樋渡速太（第一工大３年）　２日目３区
　　　　　永田宏一郎（鶴翔高校教諭）２日目10区
　　　　　大田尚斗（鹿児島実業３年）５日目２区

助
け
合
う
地
域
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ

　２月28日、市文化会館周辺で生涯学習・福祉・ボ
ランティアフェスタが行われました。
　これまでに社会教育や福祉活動などで本市に貢献
された個人や団体への表彰のほか、テレビの「水戸
黄門」でうっかり八兵衛として人気俳優の「高橋元太
郎」さんによる講演等がありました。
　また、福祉バザーや体験コーナー等もあり、多く
の市民が訪れました。

ひ
な
祭
り
の
お
手
前

公
開
武
家
屋
敷「
竹
添
邸
」

　３月８日、公開武家屋敷「竹添邸」で桃の節句に合
わせたお茶会「ひな祭りのお手前」が行われました。
　歴史ある建物の中で風情を感じながら、優雅で気
品ある７段飾りのひな人形を見ながらいただく抹茶
に、訪れた多くの方は日ごろの喧騒を忘れて、ゆっ
たりとした癒

い や

しの時間を過ごしていました。
　同日は、市内でウォークラリーも開催され、多く
の市民や観光客の方が訪れました。

春
の
陽
気
に
包
ま
れ
て

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　３月８日、北薩法人会主催による、麓武家屋敷や
特攻碑公園など市内の観光地を歩く「早春の出水を
歩こう！出水麓武家屋敷ウォークラリー」が開催さ
れました。
　当日は、ぽかぽかと春の陽気に包まれた絶好の
ウォーキング日和で、参加者は全身で春の訪れを感
じながらウォーキングを楽しんでいました。

牛
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら　
野
田
郷
熊
陳
馬
場
通
り

　

３
月
１
日
と
同
８
日
、
歴
史
あ
る
武
家
屋
敷
が
建
ち
並
ぶ

野
田
町
上
名
の
熊
陳
馬
場
通
り
で
、
通
り
沿
い
に
咲
き
誇
る

寒
緋
桜
を
楽
し
む「
寒
緋
桜
を
見
に
お
じ
ゃ
ん
せ
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
す
る
実
行
委
員
会
が
主

催
し
、
今
回
で
２
回
目
。

　

両
日
と
も
桜
は
見
ご
ろ
で
、
淡
い
寒
緋
桜
の
花
と
風
情
あ

る
景
観
を
大
勢
の
市
民
が
楽
し
み
ま
し
た
。
８
日
夜
に
は
、
武

家
門
と
桜
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
10
日
か

ら
は
、
野
田
図

書
館
に
寒
緋
桜

の
写
真
や
絵

画
、
短
歌
や
俳

句
な
ど
が
展
示

さ
れ
ま
す
。
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【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996－63－4120

ほっ
保険のセレクトショップ 出水店 0996-62-0111

保険の
セレクトショップ

鹿児島県出水市昭和町13-1-1F（出水市役所ななめ前）

ファイナンシャルプランナー(FP)による保険診断・見直し等の無料相談

募集代理店  ユニバーサルライフ㈱

https://www.facebook.com/hoken.select

＋
クリクラボトル１本

サーバーレンタル料

無料お試しｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
　実施中

 木野興産　クリクラ　やはず
0120-081-132

          勤務地：水俣市　　経験者優遇

             勤務時間等はご相談に応じます

営業時間　平日 ８：３０～１８：３０　　土曜　８：３０～１７：３０　

電話　０９６６－６２－０２３０　（担当　小島）

薬剤師募集（正社員・パート）

           お気軽にお電話ください

水俣市天神町1丁目３－１１　（水俣総合医療センター近く、天神耳鼻科前）

薬局平和調剤センター

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2015年７月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。
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洋
介
・
美
幸
）

田

代

瑛え

い

と斗
（
雅
志
・
真
理
）

植

竹

音お

と

は陽
（
勇
樹
・
さ
や
か
）

植

竹

奏か

な

は葉
（
勇
樹
・
さ
や
か
）

冨

吉

礼れ

お生
（
太
貴
・
美
佳
）

石
　
井
　
美み

お

り
央
凛
（
秀
幸
・
綾
乃
）

馬
　
場
　
紗さ

な

え
奈
江
（
大

輔
）

敖

　

心の

あ愛
（
楽
阳
・
成
美
）

福

島

歩あ

ゆ佑
（
裕
之
・
祐
子
）

小

城

遼と

う

ま弥
（
造
・
希
）

阿

多

琴こ

と

ね音
（
直
孝
・
美
幸
）

吉
　
村
　
福ふ
く
の
す
け

之
佑
（
謙
一
・
満
里
子
）

森

田

真ま

な

と叶
（
彩

香
）

窪

田

煌こ

う

き季
（
耕
士
・
聡
美
）

豊
　
貴
　
え
れ
な
（
博
明
・
文
予
）

浜

上

日に

こ咲
（
未
来
人
・
照
）

山

下

栞し

の乃
（
聡
一
郎
・
千
代
）

中
出
口
　
亮り
よ
う
せ
い成
（
努
・
麻
里
子
）

犬

窪

結ゆ

あ愛
（
広

樹
）

元
　
村
　
芙ふ

ゆ

か
悠
花
（
風

夢
）

宮

田

壱い
つ
せ
い星
（
亮
・
英
里
花
）

羽

牟

陽は

る

き輝
（
俊

幸
）

松

永

吏り

く功
（
邦
裕
・
香
織
）

（
１
月
31
日
～
２
月
27
日
届
け
出
分
）

　（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

友

田

郁

子
72
切

通

宮

木

常

次
78
上

場

湯

田

哲

郎
83
柴

引

宮

下

光

子
74
荒
崎（
高
尾
野
）

　

森

貞

夫
83
栗
毛
野

吉

田

正

典
86
八
幡（
出
水
）

小

鶴

　

豊
89
上
村
東

大

迫

末

義
91
渡
瀬
口

西

田

正

𠮷
100
切

通

原

　

一

則
90
津

山

宇

都

憲

博
68
上
町
住
宅

桐
　
野
　
百
合
江
77
八
幡（
出
水
）

吉

田

健

藏
85
米
ノ
津
東

岡

本

重

燈
86
上
り
立

油
　
木
　
ミ
ツ
子
90
江
川
野

黒

木

信

夫
63
政

所

田
　
畑
　
ヤ
エ
子
84
大
久
保

尾
ノ
上
　
勝
　
男
73
上
水
流

小
田
平
　
　
　
豊
84
日

添

栫

　

ミ

ツ
90
平
良
町

橋

口

繁

樹
90
太
鼓
橋

湯

田

フ

ミ
100
大

和

奈
良
﨑
　
良
　
文
63
上
餅
井

外

園

　

隆
85
上
村
東

今
古
賀
　
正
　
人
90
今

村

山

口

昭

子
59
華
の
家

堂

前

　

實
81
下

山

松

永

ユ

リ
84
仮

屋

橋
　
元
　
田
鶴
子
82
八
幡（
野
田
）

溝

下

信

江
82
馬

流

竹

田

清

美
66
野

平

清
　
藤
　
ハ
ル
エ
93
昭

興

住

吉

貞

憲
82
田

原

遠
　
竹
　
ハ
ツ
子
91
中

川

江
　
川
　
ハ
ツ
ミ
88
西
新
田

前

村

美

幸
85
表
郷
東

田

中

レ

イ
81
下
大
野
原（
出
水
）

市

來

テ

イ
93
柴

引

山
　
本
　
フ
ジ
ヱ
94
切

通

山
　
下
　
ハ
マ
エ
89
荒
崎（
高
尾
野
）

杉

山

正

純
55
朝
日
町

松
　
原
　
ト
キ
ヱ
89
西
大
野
原（
出
水
）

伊
　
勢
　
ミ
サ
ヲ
97
元
町（
出
水
）

湯

田

定

夫
79
上
り
立

松
ケ
角
　
　
　
昇
84
大
久
保

河

野

洋

重
73
切

通

渡

邊

幸

子
82
築

港

杉
　
川
　
キ
ク
子
82
下

山

久

保

ソ

ヨ
89
荘

上

東

　

克

已
75
早

馬

上
　
園
　
ヤ
チ
ヨ
77
昭

和

谷

川

テ

ル
93
上
水
流

南
　
津
　
フ
サ
ヱ
98
下

山

飯

森

良

德
85
田

原

佐
久
川
　
　
　
勉
58
新
蔵
上

上

村

増

夫
88
上
山
崎

山
　
田
　
ヨ
シ
子
71
松

尾

溝

上

幸

德
77
新
蔵
上

児

玉

ア

キ
93
鶴
寿
園

坂
　
口
　
久
美
代
56
前

田

（
１
月
31
日
～
２
月
27
日
届
け
出
分
）

香
典
返
し
寄
付
　 〈
敬
称
略
〉

宮
　
木
　
サ
ツ
エ
（
上

場
）

小
　
鶴
　
サ
チ
子
（
上
村
東
）

西

森

玉

枝
（
栗
毛
野
）

吉

田

憲

二
（
八
幡（
出
水
））

大

迫

幸

徳
（
渡
瀬
口
）

原
　
　
　
フ
ミ
子
（
津

山
）

吉

田

健

司
（
米
ノ
津
東
）

桐

野

俊

策
（
八
幡（
出
水
））

白
木
川
　
孝
　
一
（
大

久
）

外

園

教

子
（
上
村
東
）

尾
ノ
上
　
清
　
子
（
上
水
流
）

油

木

賢

一
（
江
川
野
）

小
田
平
　
　
　
清
（
日

添
）

湯

田

勝

幸
（
大

和
）

𠮷

田

藤

雄
（
青
木
原
）

池

林

タ

ヱ
（
西

通
）

栫
　
　

正

男
（
平
良
町
）

今
古
賀
　
行
　
雄
（
今

村
）

岡

本

藤

弘
（
上
り
立
）

清

藤

勝

一
（
昭

興
）

竹

田

悦

子
（
野

平
）

住
　
吉
　
キ
ミ
ヱ

八

田

満

子
（
柴

引
）

溝

下

重

志
（
薩
摩
川
内
市
）

江

川

栄

一
（
西
新
田
）

前
　
田
　
恵
美
子
（
柴
引
団
地
）

山

本

健

治
（
切

通
）

山

下

友

文

遠

竹

孝

一
（
中

川
）

杉

山

節

子
（
朝
日
町
）

松

原

浩

二
（
西
大
野
原（
出
水
））

伊

勢
　
　

孝
（
元
町（
出
水
））

杉

川

昭

一
（
下

山
）

田

中

安

広
（
下
大
野
原（
出
水
））

河
　
野
　
扶
美
子
（
切

通
）

上
　
村
　
ユ
イ
ノ
（
上
山
崎
）

渡

邊

政

幸
（
築

港
）

南

津
　
　

寛
（
下

山
）

橋

元

幸

子
（
八
幡（
野
田
））

谷

川

秋

男
（
上
水
流
）

飯

森

重

幸
（
田

原
）

佐
久
川
　
と
し
子
（
新
蔵
上
）

湯

田

憲

孝
（
柴

引
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄

へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は

届
け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
か
、
本
庁
総
合
政
策
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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暮らしの情報暮らしの情報

当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

4　　　　　月
日 医　療　機　関　名

５日（日）

［当］三慶医院 循環器・内科 井上 ☎63−2333

［当］クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎62−0241

［当］鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73−0553

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

12日（日）

［当］恒吉医院 消化・内科 大和 ☎82−0048

［当］広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎62−1559

［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633

［当］黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎75−0200

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

19日（日）

［当］整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64−8260

［当］野田診療所 内科 仮屋 ☎84−2023

［当］いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎73−1700

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

［児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500

26日（日）

［当］おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63−7011

［当］せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64−1187

［当］門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64−6100

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

29日（水）

［当］林泌尿器科クリニック 泌尿器科・内科 早馬 ☎64−8800

［当］さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎62−2311

［当］山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72−0420

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
４月26日

よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79－3443 太 鼓 橋

メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東大野原

４月29日
村 岡 歯 科 医 院 歯科 ☎62－0601 春 日 町

マリン薬局米ノ津店 ☎67－5002 早 馬

さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68－7000 千 本 付

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
４月１日～５日 日之出建設工業 ☎ 63 － 3388

携帯電話
（090－7397－7898）

樋 口 電 設 ☎ 85 － 5901

携帯電話
（090－7154－7490）

４月６日～12日 職 建 ☎ 62 － 1409 ホクシン工建 ☎ 82 － 0612

４月13日～19日 あかつき電化 ☎ 62 － 0650 野 村 電 設 ☎ 82 － 3637

４月20日～26日 三 和 住 設 ☎ 62 － 5114 ア タ ッ ク ス ☎ 82 － 0044

４月27日～30日 井 手 口 電 設 ☎ 62 － 0901 釜 崎 水 道 ☎ 82 － 0249

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2015年２月１日〜同２月28日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ２件（＋１） ２件（＋１） ０人（　０） ０人（　０） 172件（－10） 98人（＋３）
2015年の累計 ２件（＋１） ２件（＋１） ０人（　０） ０人（　０） 394件（＋７） 231人（＋18）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

４月の主な行事

４月５日
ち ゃ え ん 歯 科 歯科 ☎67－2325 六月田下

タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62－8813 渡 瀬 口

ふ れ あ い 薬 局 ☎63－3070 平良馬場

４月12日
し お 歯 科 医 院 歯科 ☎67－5844 米ノ津駅通り

中 村 五 郎 薬 局 ☎67－1078 早 馬

４月19日
児 島 歯 科 医 院 歯科 ☎86－1266 長 島 町

フ タ ヤ 薬 局 ☎67－5253 六月田中

野 田 調 剤 薬 局 ☎84－2856 仮 屋

５日（日）▶出水市消防団辞令交付式・規律訓練（午前８時30分・総合運動公園多目的広場）
12日（日）▶県議会議員選挙（午前７時・市内各投票所）
29日（水・祝日）▶野間之関所まつりウォーキング大会（午前10時・野間之関所発着）

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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博
物
館
講
座
　
野
鳥
観
察
会

106

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

長
い
海
岸
線
に
は
、
海

風
か
ら
陸
地
や
建
物
を
守

る
よ
う
に
、
松
の
木
が
ず

っ
と
並
ん
で
い
ま
す
。
風

に
耐
え
な
が
ら
、
文
句
も

言
わ
ず
に
。

　

表
紙
写
真
で
、
海
の
奥

の
方
（
海
岸
線
）
に
白
っ

ぽ
く
見
え
て
い
る
の
は
、

ノ
リ
網
で
す
。
別
の
日
に

近
く
ま
で
い
っ
て
み
る

と
、
ビ
ッ
シ
リ
と
ノ
リ
が

育
っ
て
い
ま
し
た
。
○浦

　

２
月
21
日
（
土
）
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
周
辺

で
「
野
鳥
観
察
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
26
人
で
し
た
。
米
ノ
津
川
沿
い
を
歩
き

な
が
ら
た
く
さ
ん
の
カ
モ
類
や
バ
ン
の
幼

鳥
等
を
観
察
し
た
り
、
野
鳥
の
森
で
は
さ

え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
木
々
に
隠
れ
て
い

る
鳥
を
探
し
ま
し
た
。
ま
た
、

田
ん
ぼ
に
舞
い
降
り
る
ナ
ベ

ヅ
ル
の
姿
も
見
る
こ
と
が
で

き
、
合
計
38
種
が
観
察
で
き

ま
し
た
。

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
周
辺
は
、

山
野
の
鳥
も
水
辺
の
鳥
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
観

察
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
散
歩
が

て
ら
「
鳥
探
し
」
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

社
会
教
育
活
動
等
で
の
功
績
に
よ
り
、
社
会
教

育
功
労
表
彰
さ
れ
た
、時
吉
秀
次
氏（
潟
自
治
会
）、

筒
元
德
氏
（
上
餅
井
自
治
会
）、畠
田
良
信
氏
（
西

水
流
自
治
会
）、野
田
郷
島
津
太
鼓
（
団
体
表
彰
）。

　県中学校新人駅伝大会で優勝した、高尾野中
学校陸上部の皆さん。（中尾友梨奈選手（高尾
野中２年）、大曲由真選手（同２年）、松田梨沙
選手（同２年）、中尾ちひろ選手（同１年）、福
吉雛乃選手（同２年）

　県中学校新人大会で優勝した、米ノ津中学校
卓球部の皆さん。（今村茂々花選手（米ノ津中
２年）、猶木遥選手（同２年）、堂園海悠選手（同
２年）、中村彩乃選手（同２年）、川畑佳奈選手（同
２年）、植松香菜美選手（同２年）、豊田莉那選
手（同１年）、白梅詩織選手（同１年）

　
地
球
に
や
さ
し
い
作
文
・
活
動
報
告
コ
ン
テ
ス
ト
、

デ
ザ
イ
ン
・
マ
ン
ガ
・
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
環
境
大
臣
賞

を
受
賞
し
、
作
文
・
活
動
報
告
部
門
で
入
選
。「
心
に

残
る
給
食
の
思
い
出
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
協
会
会
長

賞
を
受
賞
し
た
溝
口
志
歩
さ
ん
（
西
出
水
小
４
年
）。

　小学校家庭科副読本「おみそ」作文コ
ンクールで文部科学大臣賞を受賞した切
通寧々さん（大川内小５年）、最優秀賞を
受賞した内原舜一郎さん（同６年）、地球 
夢 未来 石油の作文コンクールで審査員特
別賞を受賞した花木紗百合さん（同５年）。

　第５回白鵬杯相撲大会・
小学３年生の部で見事３位
に輝いた山下昇介選手（高
尾野小３年）

表紙取材レポについて、25 ページの「牛車に
揺られながらの記事をご覧ください。○浦

『今月の問題』
世界で最も大きい鳥はダチョウです
が、世界で一番小さい鳥は何でしょ
う。
　Ａ　キクイタダキ
　Ｂ　マメハチドリ
　Ｃ　コガラ
☆　答えは来月号で。先月号の答えは、
　　C　約　100 人　でした。


